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歳入

469 億

1,113 万円

市債

95億9,585万円

21％

その他

50億8,164万円

11％

県支出金

27億2,053万円

6％

国庫支出金

43億4,859万円

9％

地方交付税

76億7,937万円

16％

地方譲与税等

28億7,339万円

6％

歳出

451 億

6,984 万円

人件費

67億2,958万円

15％

扶助費

60億1,371万円

13％

繰出金

29億4,472万円

6％

公債費

37億6,506万円

8％

その他

20億8,870万円

5％

補助費等

62億9,129万円

14％

物件費

57億8,142万円

13％

投資的経費

115億5,536万円

26％

その他は、維持管理費、積立金、投資及び出資金、貸付金、予備費

市税

146億1,176万円

31％

•
自
主
財
源
：
市
が
自
主
的
に
収
入
す
る
財
源
。
42
％

（
こ
の
財
源
が
多
い
方
が
市
独
自
の
政
策
展
開
の
自

由
度
が
高
ま
る
。
）

•
依
存
財
源
：
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
た
り
、
割
り
当

て
ら
れ
た
り
す
る
収
入
。
58
％

歳入決算構成

•
義
務
的
経
費
：
任
意
に
節
減
で
き
な
い
極
め
て

硬
直
性
が
強
い
経
費
。
36
％

•
投
資
的
経
費
：
道
路
、
橋
り
ょ
う
、
公
園
、
学
校
、

公
営
住
宅
の
建
設
等
社
会
資
本
の
整
備
等
に
要

す
る
経
費
。
26
％

歳出決算構成

　地方公共団体の財政構造の

弾力性を測定する比率で経常

的経費に一般財源収入がどの

程度使われているかを示す指

標。

　合併以降、ほぼ毎年95％を

超える高い水準で移行してい

たが、財政健全化の取り組み

で平成22年度以降は80％台

～ 90％前後で推移してきた。

経常収支比率ってなに？
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令
和
元
年
度

令
和
元
年
度  

一
般
会
計
決
算
を
集
中
審
査

一
般
会
計
決
算
を
集
中
審
査

　

予
算
決
算
常
任
委
員
会
で
は
、
９
月
11
日
・
14
日
・
15
日
・
16
日
の
４
日
間
及
び
24
日
に
わ
た
り
、
令
和
元
年

度
甲
賀
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
、
及
び
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
・
５
号
）に
つ
い
て

集
中
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
決
算
審
査
で
は
、
令
和
元
年
度
が
３
年
目
と
な
る
第
２
次
甲
賀
市
総
合
計
画
を
進
め

取
り
組
ん
だ
市
の
各
施
策
を「
子
育
て
・
教
育
」「
地
域
経
済
」「
福
祉
・
介
護
」の
面
を
中
心
に
、
各
担
当
部
局
の
説

明
を
求
め
、
全
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
一
般
会
計
決
算
及
び
各
補
正
予
算
案
は
そ
れ
ぞ
れ
認
定
、
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

市名
実質赤字

比率
※ 1　

連結実質
赤字比率

※ 1　

実質公債費比率
（３箇年平均）

（順位）

将来負担比率
（順位）

※ 2　

経常収支比率
（順位）

大津市 － － 2.1 ⑴ －　⑴ 88.9 ⑵

彦根市 － － 7.3 ⑺ 42.9 ⑽ 94.2 ⑽

長浜市 － － 2.3 ⑵ －　⑴ 90.4 ⑸

近江八幡市 － － 2.3 ⑵ －　⑴ 90.5 ⑹

草津市 － － 6.5 ⑹ －　⑴ 94.6 ⑾

守山市 － － 3.9 ⑷ －　⑴ 92.4 ⑻

栗東市 － － 15.0 ⒀ 　131.4 ⒀ 95.1 ⒀

甲賀市 － － 8.0 ⑻ 65.6 ⑿ 90.1 ⑷

野洲市 － － 9.0 ⑼ 53.9 ⑾ 93.3 ⑼

湖南市 － － 9.1 ⑽ 31.7 ⑼ 89.3 ⑶

高島市 － － 9.3 ⑿ 22.6 ⑻ 94.9 ⑿

東近江市 － － 9.1 ⑽ －　⑴ 88.6 ⑴

米原市 － － 6.2 ⑸ －　⑴ 92.3 ⑺

市平均 6.9 26.8 91.9

県内各市の健全化判断比率・経常収支比率一覧（速報値）
（令和元年度決算ベース） （単位：％）

※ 1　実質赤字額がないため、「―」と表記しています。
※ 2　地方債現在高などの将来負担額より基金などの充当可能財源が多いため、「－」と表記し

ています。65.6％は早期健全化基準内（適正な値内）です。

議会用語議会用語
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　基金は各年度の財源を

調整するための「財政調

整基金」や市債の償還財

源を確保するための「減

債基金」のほか、特定目

的を達成するために必要

な財源をあらかじめ準備

しておくための16の特

定目的基金を設置してい

る。

　合併直後の平成17年

度には約49億円まで減

少したが、令和元年度末

には約90億円となって

いる。

基金現在高の推移

　市債（地方債）は、主に

道路や学校などの公共施

設を整備するときの財源

として、国や民間金融機

関等から借り入れている。

　市債現在高は、合併前

後の大型事業の財源とし

て借り入れたため、合併

直後から増加したが、平

成19年度以降は、市債の

新規借入を抑制するとと

もに、将来世代の負担を

軽減するため、繰上償還

を行い適切な市債管理に

努めている。

地方債現在高の推移
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19
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度
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21
年
度

22
年
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23
年
度

24
年
度

25
年
度

26
年
度

28
年
度

29
年
度

30
年
度

元
年
度

27
年
度

近
年
基
金
は
減
少

市
債
残
高
は
過
去
最
大
に
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　　　　年度
区分　　　　 17 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度

地方債現在高 41,379 34,518 38,762 41,679 42,893 48,931

　　　　年度
区分　　　　 17 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度

基金現在高 4,976 10,658 10,330 8,785 9,182 8,950

財政調整基金 1,315 2,541 2,271 2,028 2,458 2,860

減債基金 374 537 537 537 537 537

その他特定目的基金 3,287 7,580 7,522 6,220 6,187 5,553

監
査
委
員
　

山
本
哲
雄
・
山
岡
光
広

　

令
和
元
年
度
甲
賀
市
一
般
会
計
は
、

決
算
規
模
で
は
中
長
期
財
政
計
画
に
則

り
、
将
来
に
過
度
な
負
担
を
残
さ
な
い

責
任
あ
る
投
資
と
効
率
化
を
基
本
に
、

有
利
な
財
源
を
最
大
限
に
活
用
す
る
た

め
進
め
ら
れ
た
合
併
特
例
債
事
業
で
あ

る
各
施
設
整
備
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
と

こ
ろ
か
ら
歳
入
歳
出
と
も
過
去
最
大
に

な
っ
た
。

　

歳
入
歳
出
総
額
は
歳
入
で
約
４
６
９

億
１
千
百
万
円
、
歳
出
で
約
４
５
１
億

６
千
９
百
万
円
で
翌
年
度
繰
越
財
源
を

差
引
い
た
実
質
収
支
額
は
約
１
４
億
８

千
５
百
万
円
と
黒
字
と
な
っ
た
。

　

市
諸
施
策
展
開
を
支
え
る
自
主
財
源

の
根
幹
を
な
す
税
、
料
金
等
の
収
入
確

保
は
、
景
気
の
動
向
に
左
右
さ
れ
る
が

本
市
の
安
定
的
な
財
源
確
保
の
た
め
の

最
優
先
課
題
で
あ
り
、
今
後
も
収
納
向

上
対
策
強
化
計
画
に
基
づ
き
更
な
る
収

納
率
ア
ッ
プ
に
努
め
て
頂
き
た
い
。

  

今
後
も
、
自
主
財
源
の
確
保
と
と
も

に
国
、
県
の
補
助
制
度
等
を
十
分
に
活

用
し
た
歳
入
確
保
と
、
職
員
一
人
ひ
と

り
の
強
い
コ
ス
ト
意
識
と
創
意
工
夫
に

よ
る
事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
、
引
き

続
き
財
政
健
全
化
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
市
民
の
安
全
・
安
心
、
住
み
よ
い

暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
効
率
的
・
効
果

的
な
予
算
執
行
に
努
め
、
限
り
あ
る
財

源
を
最
大
限
有
効
に
活
用
し
つ
つ
、
積

極
的
に
事
業
展
開
を
さ
れ
る
よ
う
望
む
。

決
算
監
査
意
見
書

（単位：百万円）

（単位：百万円）
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「
ま
る
ー
む
」
の
使
い
方

　
　

事
務
事
業
評
価
シ
ー
ト
（
評
価
Ｃ
）

Q
利
益
が
あ
る
使
い
方
と
な
い
使
い
方

で
使
用
料
に
差
が
あ
る
が
、
チ
ェ
ッ
ク

体
制
は
ど
う
か
。

総
合
政
策
部

A
ま
る
ー
む
の
特
徴
と
し
て
ル
ー
ル

を
あ
ま
り
設
け
ず
使
い
勝
手
を
良
く
す

る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
貸
館
し
て
い

る
。
開
館
か
ら
１
年
が
過
ぎ
、
利
用
者

が
増
え
る
中
で
、
商
売
の
場
合
は
３
倍

の
料
金
と
な
る
が
、 

商
売
の
線
引
き
が

だ
ん
だ
ん
難
し
く
な
っ
た
と
感
じ
て
い

る
。
職
員
だ
け
で
は
判
断
で
き
な
い
の

で
運
営
協
議
会
を
立
ち
上
げ
第
三
者
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
市
民
に
と
っ
て

使
い
勝
手
の
良
さ
を
追
求
し
て
い
き
た

い
。

窓
口
業
務

　
　

事
務
事
業
評
価
シ
ー
ト
（
評
価
Ｃ
）

Q
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
そ
の
も
の
に

つ
い
て
一
定
の
段
階
で
検
証
が
必
要
で

は
な
い
か
。

市
民
環
境
部

A
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
検
証
を

行
う
。
事
業
評
価
シ
ー
ト
で
C
評
価
と

し
た
点
は
、
事
業
自
体
の
評
価
で
は
な

く
、
待
ち
時
間
短
縮
が
達
成
で
き
て
い

な
い
部
分
の
評
価
で
あ
る
。

不
妊
治
療
の
助
成

Q
一
般
不
妊
治
療
と
男
性
不
妊
も
含

む
特
定
不
妊
治
療
助
成
の
利
用
実
態
は

ど
う
か
。

健
康
福
祉
部

A
令
和
元
年
度
の
実
績
は
男
性
は
ゼ

ロ
、
女
性
は
80
名
で
年
々
増
え
て
い
る
。

一
般
不
妊
治
療
は
昨
年
度
新
た
に
創
設

し
、
助
成
は
７
件
。
今
後
も
市
と
し
て

周
知
、
啓
発
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

９
月
11
日
か
ら
４
日
間
、
約
20
時
間
に
わ
た
り
部
局
別
に
審
査
し
ま
し
た
。
今

回
の
決
算
委
員
会
で
は
、
平
成
31
年
度
予
算
審
査
時
に
お
い
て
議
論
し
た
こ
と
が
、 

ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
（
追
跡
）
す
る
こ
と
を
ポ
イ
ン
ト
に
、
18

事
業
を
選
定
し
、
資
料
と
し
て
執
行
部
か
ら
事
務
事
業
評
価
シ
ー
ト
（
Ａ
～
Ｄ
の

４
段
階
評
価
）
の
提
出
を
求
め
審
査
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
主
だ
っ
た
質
疑
を
紹

介
し
ま
す
。

保
育
園
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入

　
　

事
務
事
業
評
価
シ
ー
ト
（
評
価
Ｂ
）

Q
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
成
果
が

あ
っ
た
の
か
。
超
過
勤
務
、
労
働
時
間

が
ど
れ
だ
け
減
っ
た
の
か
。

こ
ど
も
政
策
部

A
園
児
台
帳
の
管
理
や
登
降
園
の
管

理
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
在
園
者
の

把
握
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
後

は
保
護
者
に
向
け
発
信
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
時
間
外
勤
務
や
事
務
処
理
の

時
間
が
減
る
こ
と
を
見
込
ん
で
い
る
。

6
次
産
業
化
事
業

Q
認
定
事
業
者
で
実
際
に
動
い
て
い

る
と
こ
ろ
は
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

産
業
経
済
部

A
実
際
に
動
き
、
商
品
が
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
の
は
一
握
り
で
あ
る
。
生

産
者
か
ら
は
６
次
産
業
よ
り
も
１
次
産

業
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
と
の
声
が
多

い
。
特
に
お
茶
は
コ
ロ
ナ
で
大
き
な
被

害
を
受
け
、
６
次
産
業
ど
こ
ろ
で
な
く

１
次
産
業
の
支
援
を
望
ま
れ
て
い
る
。

昨
年
度
も
多
く
の
補
助
事
業
を
1
次
産

業
に
充
て
た
。

いろいろな活動に利用されている「まるーむ」

アウトソーシングした窓口業務

令
和
元
年
度

令
和
元
年
度  

一
般
会
計
決
算
審
査

一
般
会
計
決
算
審
査

予
算
決
算
常
任
委
員
会
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コ
ミ
バ
ス
、
コ
ミ
タ
ク

　
　

事
務
事
業
評
価
シ
ー
ト
（
評
価
Ｂ
）

Q
コ
ミ
バ
ス
、
コ
ミ
タ
ク
は
数
値
に
表

れ
な
い
評
価
が
大
事
で
は
な
い
か
。

建
設
部

A
利
用
人
数
や
利
用
の
少
な
い
運
行

便
数
の
割
合
に
つ
い
て
は
目
標
に
届
い

て
い
な
い
が
、 

今
ま
で
の
課
題
が
改
善

で
き
た
。
コ
ミ
バ
ス
の
無
料
乗
車
券
の

地
域
別
の
差
に
つ
い
て
、
今
後
地
域
の

声
も
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
出
前
講
座

で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

夢
の
学
習
事
業

Q
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
委
託
し
て
い
る
が
行
政

が
主
体
的
に
進
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

教
育
委
員
会
事
務
局

A
地
域
の
社
会
教
育
の
向
上
も
事
業

目
的
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
家
庭
教
育
事

業
で
学
び
を
提
供
す
る
事
で
人
と
の
つ

な
が
り
、
地
域
力
を
向
上
さ
せ
て
い
く

流
れ
を
、
委
託
先
と
協
議
し
な
が
ら
進

め
て
い
く
。

　

出
産
さ
れ
た
家
庭
の
経
済
的
な
支
援

を
実
施
す
る
た
め
、
４
月
28
日
以
降
に

出
生
し
た
新
生
児
を
対
象
と
し
た
給
付

金
の
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
を
受
け
た
事
業
者
等
を
支

援
す
る
事
業
費
等
を
国
の
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
等
で
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
12
億
９
８
２
２
万
２
千
円
追

加
補
正
す
る
も
の
。（
第
４
号
）

  

反 

対 

討 

論

　

市
債
残
高
が
年
々
増
加
、
合
併
特 

例
債
と
い
え
ど
も
借
金
に
変
わ
り
は
な

い
。
歳
入
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
力

を
注
ぐ
よ
り
、
市
民
の
収
入
を
増
や
す

施
策
で
税
収
を
上
げ
る
べ
き
。
歳
出
で

は
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
導
入
に
は

十
分
な
検
証
が
必
要
。
陶
芸
の
森
前
の

土
地
取
得
に
つ
い
て
鑑
定
評
価
の
疑
問

点
が
再
検
討
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
り
、

今
後
の
具
体
的
な
用
途
も
示
さ
れ
て
い

な
い
。
ま
た
、
あ
い
コ
ム
こ
う
か
へ
の

支
出
で
、
自
立
す
る
方
向
で
の
支
援
と

役
割
が
必
要
。
こ
ど
も
の
医
療
費
を
中

学
校
卒
業
ま
で
無
料
化
な
ど
、
市
民
の

願
い
に
応
え
た
決
算
と
は
な
っ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
反
対
。  

  
賛 

成 

討 

論

　

歳
入
で
は
、
収
納
対
策
強
化
に
努

め
、
収
入
未
済
額
が
減
少
し
収
入
率
が

上
昇
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金
が
大

幅
に
増
え
、
積
極
的
な
シ
テ
ィ
セ
ー
ル

ス
が
実
を
結
び
評
価
。
歳
出
は
大
型
公

共
施
設
を
整
備
し
た
た
め
過
去
最
大
の

額
と
な
り
、
市
債
が
膨
ら
ん
だ
が
、
有

利
な
合
併
特
例
債
を
利
用
し
た
こ
と
で

将
来
負
担
比
率
は
適
正
な
値
を
保
っ
て

い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
地
域
経

済
の
ダ
メ
ー
ジ
は
大
き
い
が
「
ス
カ
ー

レ
ッ
ト
」
の
放
送
に
合
わ
せ
た
シ
テ
ィ

セ
ー
ル
ス
の
推
進
や
、 

甲
賀
流
忍
者
の

観
光
拠
点
施
設
の
整
備
な
ど
、
次
に
つ

な
が
る
事
業
に
取
り
組
ん
だ
決
算
で
あ

る
こ
と
か
ら
賛
成
。

補
正
予
算

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
と
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
同
時

流
行
を
防
止
し
、
医
療
現
場
の
混
乱
を

抑
え
る
た
め
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
費
用
を
助
成
す
る
所
要
経
費
を
、

県
支
出
金
、
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
で

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
２
５
９
万
円
を

追
加
補
正
す
る
も
の
。（
第
５
号
）

令和２年度一般会計補正予算（第４・５号）

新型コロナウイルス感染症対策（主なもの）（第4号）　

新生児応援特別定額給付金事業 66,221 千円

国際化推進事業（外国人相談窓口） 6,417 千円

障がい者施設等共同受注事業 3,729 千円

市立保育園管理・私立保育園運営 16,500 千円

新型感染症予防事業（対策物品購入） 16,000 千円

茶生産、水田園芸作物、畜産対策事業 79,000 千円

コミュニティバス運行事業 26,773 千円

小中学校最終学年記念事業 5,000 千円

学校給食事業 23,433 千円

その他事業（第4号）

コミュニティ推進基金積立て 195,000 千円

財政調整基金積立て 743,000 千円

地域型保育施設整備事業 15,000 千円

防災対策環境保全事業 7,000 千円

過年農業用施設災害復旧事業 69,400 千円

（補正第５号）

予防接種事業 82,590 千円

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
係
等
経
費

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
係
等
経
費

　

補
正
予
算
第
４
号
・
第
５
号
を
審
査

　

補
正
予
算
第
４
号
・
第
５
号
を
審
査
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特別会計・企業会計歳入歳出決算特別会計・企業会計歳入歳出決算令和
元年度

特別会計は国民健康保険特別会計など４会計、企業会計は病院事業会計など５会計、特別会計、

企業会計合わせると９会計があります。一般会計は予算決算特別委員会に付託され審査を行いま

したが、特別会計、企業会計についてはそれぞれ所管の常任委員会に付託され審査しました。

■ 特別会計 （単位：円・％）

　　　　　　　会計名

区　分　　　　　　　
国民健康保険 後期高齢者医療 介護保険

野洲川基幹水利

施設管理事業

歳
入

決 算 額 A 8,626,363,918 1,957,840,146 7,963,278,168 34,693,778

収 入 率 99.2 98.6 99.0 99.9

歳
出

決 算 額 B 8,613,584,036 1,936,511,870 7,588,583,863 34,685,017

執 行 率 99.1 97.6 94.4 99.9

繰越事業費繰越財源 C 0 0 0 0

差 引 残 額　A-B-C 12,779,882 21,328,276 374,694,305 8,761

審 査 結 果 認　　定 認　　定 認　　定 認　　定

■ 企業会計 （単位：円・％）

　　　　　　　会計名

区　分　　　　　　　
病院事業 水道事業 診療所事業

介護老人保健

施設事業
下水道事業

収
益
的
収
支

決 算 額 A 693,742,259 3,050,614,826 208,568,309 298,151,380 3,754,372,429

収 入 率 85.5 99.0 92.7 97.1 98.9

決 算 額 B 774,579,571 2,555,758,514 207,181,165 285,347,952 3,611,961,866

執 行 率 95.4 94.7 92.1 92.9 96.3

収益的収支差額 A-B ▲ 80,837,312 494,856,312 1,387,144 12,803,428 142,410,563

資
本
的
収
支

決 算 額 ａ 35,800,000 602,580,250 0 0 1,669,750,409

収 入 率 76.5 96.9 － － 87.7

決 算 額 ｂ 64,160,932 1,581,024,580 5,554,043 12,797,833 2,996,829,307

執 行 率 97.3 85.4 99.2 99.9 91.8

資本的収支差額 a-b ▲ 28,360,932 ▲ 978,444,330 ▲ 5,554,043 ▲ 12,797,833 ▲1,327,078,898

審 査 結 果 認　　定 認　　定 認　　定 認　　定 認　　定

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算

反
対
討
論

　

広
域
化
に
な
っ
て
も
高
い
保
険
税
を
払
い
き

れ
な
い
状
況
は
解
決
さ
れ
な
い
。
国
保
の
構
造

危
機
の
根
本
に
メ
ス
を
入
れ
る
べ
き
で
、
国
庫

負
担
を
段
階
的
に
元
に
戻
し
、
一
兆
円
規
模
の

積
極
的
な
国
費
を
投
入
し
、
協
会
け
ん
ぽ
並
の

国
保
税
に
す
る
べ
き
で
反
対
。

賛
成
討
論

　

広
域
化
さ
れ
財
政
の
構
造
的
問
題
が
解
決
し

た
。
収
納
率
が
向
上
し
、
基
金
繰
入
金
１
億
４

千
万
円
を
投
入
し
保
険
税
を
据
置
し
て
い
る
。

特
定
健
康
診
査
の
受
診
が
向
上
し
、
予
防
医
療

に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
賛
成
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
決
算

反
対
討
論

　

後
期
高
齢
者
を
別
枠
の
医
療
保
険
に
強
制
的

に
加
入
さ
せ
、
負
担
増
と
差
別
医
療
を
押
し
付

け
て
い
る
。
制
度
そ
の
も
の
に
問
題
が
あ
り
反

対
。

賛
成
討
論

　

高
齢
者
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
制
度

で
、
軽
減
率
は
低
所
得
者
に
も
配
慮
さ
れ
て
い

る
。
広
域
連
合
に
よ
り
安
定
的
に
運
営
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
賛
成
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

反
対
討
論

　

介
護
保
険
料
が
高
す
ぎ
る
。
利
用
料
の
減
免

制
度
を
求
め
る
。
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者
解
消

が
で
き
て
い
な
い
。
介
護
保
険
の
拡
充
を
求
め

反
対
。

賛
成
討
論

　

厳
し
い
決
算
状
況
だ
が
、
医
師
会
や
医
療
機

関
と
連
携
し
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
計
画

的
に
進
め
て
い
る
こ
と
か
ら
賛
成
。
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新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
伴
う
輸
出

入
の
停
滞
に
よ
り
部
品
供
給
な
ど
の
供

給
連
鎖
、
い
わ
ゆ
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
が
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強
靭
化
を
目
的
に
政

府
は
国
内
回
帰
企
業
支
援
の
補
正
予
算

２
２
０
０
億
円
を
計
上
し
、
１
６
７
０

件
、
約
１
兆
７
６
４
０
億
円
の
申
請
が

あ
り
ま
し
た
。
今
後
、
国
内
回
帰
企
業

の
急
増
は
必
至
で
あ
り
、
甲
賀
市
へ
の

誘
致
の
た
め
固
定
資
産
税
を
優
遇
す
る

条
例
改
正
案
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
市

内
雇
用
拡
大
ひ
い
て
は
地
域
経
済
の
回

復
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
賛
成
多
数
で
可

決
し
ま
し
た
。

 

主
な
質
疑

Q
誘
致
企
業
の
品
目
に
よ
る
優
遇
措
置

は
な
い
か
。
例
え
ば
、
医
療
品
な
ど
重

要
品
目
の
製
造
拠
点
を
国
内
回
帰
さ
せ

る
企
業
を
特
に
優
遇
す
る
措
置
を
設
け

ら
れ
な
い
か
。

A
現
在
は
検
討
し
て
い
な
い
が
、
地
場

産
薬
業
に
は
検
討
の
可
能
性
が
あ
る
。

Q
企
業
は
回
帰
先
選
定
に
減
税
を
重
視

　

団
員
数
減
少
と
団
員
の
勤
務
形
態
の

変
化
に
よ
り
、
有
事
の
際
に
即
応
で
き

る
団
員
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
を
補
う
目
的
で
70
歳
未
満
、

団
員
経
験
５
年
以
上
の
Ｏ
Ｂ
を
対
象
に

し
た
支
援
団
員
の
枠
を
新
設
し
、
そ
の

他
退
職
金
等
に
関
わ
る
規
定
を
加
え
る

条
例
改
正
で
す
。
討
論
は
な
く
全
員
賛

成
で
可
決
し
ま
し
た
。

 

主
な
質
疑

Q
支
援
団
員
は
「
分
団
管
轄
内
に
居
住

し
、
同
管
轄
内
で
起
こ
る
災
害
に
直
ち

に
出
動
で
き
る
者
」
と
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
の
考
え
方
は
。

A
基
本
団
員
は
定
員
は
あ
っ
て
も
、
即

応
で
き
る
団
員
が
少
な
い
。
そ
れ
を
補

う
の
が
支
援
団
員
で
あ
っ
て
検
討
委
員

会
で
説
明
し
て
い
く
。

Q
支
援
団
員
は
一
般
団
員
よ
り
も
即
応

性
を
求
め
ら
れ
て
い
る
と
解
釈
で
き
る

が
、
一
般
団
員
に
支
払
わ
れ
て
い
る
団

員
報
酬
が
支
援
団
員
に
無
い
の
は
な
ぜ

か
。

A
消
防
団
検
討
委
員
会
で
議
論
を
重
ね

て
き
た
結
論
で
あ
り
、
市
と
し
て
は
こ

れ
を
尊
重
し
た
い
。

新
規
立
地
・
設
備
投
資
企
業
へ

　
　
　
　
　
　
　
固
定
資
産
税
優
遇

消
防
団
支
援
団
員
制
度
の
導
入

議
案
第
94

号

議
案
第
96

号
・
97

号

P
IC

K
 U

P
 1

P
IC

K
 U

P
 2

す
る
か
。

A
日
本
立
地
セ
ン
タ
ー
の
調
査
で
は
企

業
立
地
で
約
15
％
の
企
業
が
優
遇
制
度

を
重
視
し
て
い
る
。

  

反 

対 

討 

論

　

中
小
企
業
の
優
遇
こ
そ
必
要
。
本
条

例
改
正
案
は
大
企
業
を
優
遇
す
る
も
の

で
あ
る
た
め
反
対
。

  
賛 

成 

討 

論

　

大
企
業
だ
け
が
対
象
で
は
な
い
。
税

の
み
な
ら
ず
誘
致
の
意
欲
を
示
す
意
味

で
も
大
切
で
あ
り
賛
成
。

Q
支
援
団
員
が
必
要
な
方
面
隊
は
主
に

ど
こ
か
。

A
信
楽
、
甲
賀
、
土
山
の
３
方
面
隊
で

基
本
団
員
の
確
保
が
難
し
い
。

Q
支
援
団
員
対
象
者
は
何
人
い
る
か
。

A
平
成
25
年
度
か
ら
令
和
元
年
度
で
退

職
し
た
団
員
は
５
７
６
人
い
る
。



P
IC

K
 U

P
 3

P
IC

K
 U

P
 4
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大
規
模
災
害
時
な
ど
の
非
常
時
に

は
、
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め

の
大
切
な
補
正
予
算
等
の
審
議
・
採
決

が
必
要
に
な
り
、
議
会
の
機
能
が
停
止

し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
こ
と

を
想
定
し
、
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員

会
で
、
業
務
継
続
計
画
（
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

の
策
定
を
行
い
、
非
常
時
の
議
会
機
能

維
持
の
た
め
の
取
り
決
め
を
行
い
ま
し

た
。
議
会
基
本
条
例
（
第
３
号
）
及
び

議
会
会
議
規
則
（
第
４
号
）
の
改
正
は
、

こ
の
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
に
伴
う
も
の

で
す
。
特
に
第
４
号
に
お
い
て
、
甲
賀

市
議
会
災
害
対
策
会
議
に
つ
い
て
、
そ

の
構
成
委
員
や
設
置
目
的
等
を
明
記
し

て
い
ま
す
。

　

当
初
、
こ
の
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
大
地
震

や
風
水
害
を
想
定
し
て
策
定
さ
れ
ま
し

た
が
、
発
足
と
ほ
ぼ
同
時
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
起
こ
り
、
政

府
が
緊
急
事
態
宣
言
を
発
令
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
甲
賀
市
議
会
で
も
議
会
Ｂ

Ｃ
Ｐ
を
発
動
し
、
迅
速
な
安
否
確
認
な

ど
の
訓
練
も
実
施
し
ま
し
た
。
本
議
案

に
対
し
て
は
質
疑
、
討
論
は
な
く
、
全

員
賛
成
に
よ
り
可
決
し
ま
し
た
。

大
規
模
災
害
時
な
ど

　
　
　
非
常
時
で
の
議
会
機
能
維
持

議
発
第
3

号
・
４
号

　

甲
賀
市
内
に
は
オ
ウ
ム
真
理
教
の
ア

レ
フ
の
施
設
が
二
か
所
存
在
し
、
地
元

住
民
は
日
々
強
い
不
安
や
恐
怖
を
感
じ

て
い
ま
す
。
ア
レ
フ
の
一
日
も
早
い
解

散
撤
退
を
求
め
て
対
策
委
員
会
を
設
立

し
一
致
団
結
し
て
抗
議
運
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
も
の
の
、
地
域
住
民
や
自
治

体
の
力
に
は
限
界
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で

も
オ
ウ
ム
真
理
教
対
策
関
係
市
区
町
連

絡
会
等
を
通
じ
、
オ
ウ
ム
真
理
教
問
題

解
決
に
向
け
抜
本
的
な
対
策
を
国
に
要

望
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
令
和
３
年

１
月
に
は
、
オ
ウ
ム
真
理
教
（
ア
レ
フ
、

ひ
か
り
の
輪
、
山
田
ら
の
集
団
）
に
対

す
る
「
無
差
別
大
量
殺
人
行
為
を
行
っ

た
団
体
の
規
制
に
関
す
る
法
律
」
に
基

づ
く
公
安
調
査
庁
の
観
察
処
分
期
間
が

満
了
を
迎
え
ま
す
。

　

意
見
書
は
、
今
後
も
観
察
処
分
を
継

続
し
住
民
不
安
を
取
り
除
く
た
め
に
、

こ
の
期
間
延
長
を
法
務
大
臣
、
公
安
調

査
庁
長
官
、
公
安
審
査
委
員
会
委
員
長

宛
に
要
望
す
る
も
の
で
す
。
質
疑
、
討

論
は
な
く
、
全
員
賛
成
に
よ
り
可
決
し

ま
し
た
。

公
安
調
査
庁
に
よ
る
オ
ウ
ム
真
理
教

　
　
　
　
観
察
処
分
の
期
間
更
新
要
望 

意
見
書
案
第
21

号

甲賀市内におけるオウム真理教への抗議集会

9 月定例会議案審議
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

伴
う
各
業
界
の
営
業
自
粛
や
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
寸
断
に
よ
る
製
造
業
の
停
滞

に
よ
り
、
我
が
国
の
経
済
は
大
打
撃
を

受
け
、
戦
後
最
大
の
危
機
を
迎
え
て
い

ま
す
。
甲
賀
市
に
お
い
て
も
税
収
の
大

き
な
落
ち
込
み
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況

に
追
い
込
ま
れ
、
令
和
３
年
度
の
財
源

確
保
が
緊
急
課
題
で
す
。
こ
れ
に
対
し
、

本
意
見
書
で
は
衆
議
院
議
長
、
参
議
院

議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣
官
房
長

官
、
総
務
大
臣
、
財
務
大
臣
、
経
済
産

業
大
臣
、
経
済
再
生
担
当
大
臣
、
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
担
当
大
臣
宛

に
、
必
要
な
地
方
税
・
地
方
交
付
税
の

確
保
や
、
地
方
財
政
の
重
要
な
基
幹
税

で
あ
る
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
見
直
し

を
断
じ
て
行
わ
な
い
こ
と
を
求
め
て
い

ま
す
。
特
に
今
後
の
経
済
対
策
に
つ
い

て
は
固
定
資
産
税
の
特
例
措
置
で
は
な

く
、
国
庫
補
助
金
に
よ
り
行
わ
れ
る
こ

と
を
求
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
政
府
の

緊
急
経
済
対
策
で
は
、
や
む
を
得
な
い

事
情
で
固
定
資
産
税
に
対
す
る
特
例
措

　

本
請
願
は
、
６
月
に
開
始
さ
れ
た
議

員
間
討
議
を
初
め
て
厚
生
文
教
常
任
委

員
会
に
て
適
用
し
審
査
し
ま
し
た
。
本

請
願
は
７
人
に
１
人
が
貧
困
と
言
わ
れ

る
今
日
、
「
義
務
教
育
は
無
償
」
と
の

憲
法
第
26
条
を
根
拠
に
、
学
校
給
食
の

負
担
軽
減
や
無
償
化
を
求
め
る
も
の
で

し
た
。
討
議
の
中
で
は
、
既
に
第
３
子

以
降
の
学
校
教
育
費
の
支
援
制
度
が
あ

る
こ
と
、
完
全
無
償
化
に
し
た
場
合
、

約
３
億
円
の
財
源
が
必
要
と
の
意
見
が

出
ま
し
た
。
ま
た
請
願
で
は
一
律
無
償

化
を
求
め
て
い
る
の
か
と
い
う
点
に
つ

い
て
も
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
賛
成
少
数

に
よ
り
不
採
択
と
決
し
ま
し
た
。

  

反 

対 

討 

論

　

請
願
の
趣
旨
は
尊
重
す
る
が
、
そ
の

方
法
論
や
財
源
を
論
じ
な
い
で
市
民
目

線
や
思
い
の
み
で
採
択
と
い
う
わ
け
に

は
い
か
な
い
。
無
償
化
の
３
億
４
千
万

円
は
現
在
の
当
市
に
は
負
担
が
大
き

い
。
給
食
法
上
負
担
い
た
だ
く
と
こ
ろ

は
負
担
を
い
た
だ
く
こ
と
が
原
則
。
支

援
策
も
あ
り
、
手
当
て
さ
れ
て
い
る
と

市
財
政
の
急
激
な
悪
化
に
伴
う

　
　
　
地
方
税
財
源
確
保
の
要
望

小
中
学
校
給
食
費
の

　
　
　
負
担
軽
減
・
無
償
化
の
要
望

意
見
書
案
第
22

号

請
願
第
3

号

置
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
今
回

限
り
と
し
、
期
限
の
到
来
を
も
っ
て
終

了
と
す
る
こ
と
も
求
め
て
い
ま
す
。
本

意
見
書
に
質
疑
、
討
論
は
な
く
全
員
賛

成
に
よ
り
可
決
し
ま
し
た
。 

考
え
、
反
対
。

  

賛 

成 

討 

論

　

現
在
の
保
護
者
の
状
況
を
考
え
る
と

無
償
化
は
必
要
。
２
８
８
８
件
の
署
名

を
大
事
に
受
け
止
め
る
べ
き
。
本
請
願

書
は
、
一
気
に
無
償
化
と
も
言
わ
れ
て

お
ら
ず
、
軽
減
も
含
め
て
と
い
う
こ
と
。

「
半
分
補
助
で
み
ん
な
で
楽
し
く
給
食

を
」
と
も
考
え
ら
れ
る
。
材
料
費
の
負

担
は
市
の
裁
量
で
一
部
補
助
す
る
こ
と

も
可
能
な
の
で
、
そ
の
意
味
か
ら
も
採

択
す
べ
き
で
あ
り
賛
成
。

令和 3 年度の税収は激減の見込みで財源確保が緊急課題

甲賀市学校給食の一例

9 月定例会議案審議
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 9 月定例会議案審議・請願・意見書

9 月定例会議案の審議結果

請願・意見書　議決結果

議案等の名称 提案者

討論 凛風会 志誠会
日本共産党

甲賀市議員団
公明党

甲賀市議団
鵜
飼　

勲

竹
若　

茂
國

糸
目　

仁
樹

結　

果反
対

賛
成

田
中　

喜
克

林
田　

久
充

山
中　

善
治

橋
本　

恒
典

田
中　

新
人

谷
永　

兼
二

土
山　

定
信

辻　

重
治

橋
本　

律
子

里
見　

淳

山
中　

修
平

戎
脇　

浩

小
河　

文
人

森
田　

久
生

岡
田　

重
美

小
西
喜
代
次

山
岡　

光
広

堀　

郁
子

田
中　

將
之

白
坂
萬
里
子

小中学校給食費の負担軽減・
無償化を求める請願書

新日本婦人の会 

代表　田代君代

山
中
善

岡
田

● ● ● ● ●

議
長
の
た
め
採
決
に
加
わ
ら
な
い

● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ●
不
採
択

地方自治体のデジタル化の着
実な推進を求める意見書

堀 ー ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

ドクターヘリの安定・持続的
運用への支援強化を求める意
見書

田中將 ー ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

防災・減災・国土強靭化対策
の継続・拡充を求める意見書

田中將
小
西 堀 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ○ 可

コンビニ交付サービスを活用
した罹災証明書の交付を求め
る意見書

白坂 ー ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

唯一の被爆国日本の政府が核
兵器禁止条約に批准するよう
求める意見書

小西 堀
山
岡

○ ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ● 否

河井前法相・案里夫妻の公職
選挙法違反の徹底究明を求め
る意見書

小西 里
見

山
岡

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ● 可

新型コロナウイルス感染症の
ＰＣＲ検査拡充を求める意見
書

山岡
山
中
修

小
西

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ● 可

新型コロナ感染症による減収
対策としての介護報酬特例措
置を撤回することを求める意
見書　

岡田
橋
本
恒

山
岡

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ● 否

少人数学級の実現を求める意
見書

岡田 土
山

山
岡

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ● 否

オウム真理教（アレフ、ひか
りの輪、山田らの集団）に対
する公安調査庁による観察処
分の期間更新を求める意見書

厚生文教常
任委員長

ー ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

新型コロナウイルス感染症の
影響に伴う地方財政の急激な
悪化に対し地方税財源の確保
を求める意見書

林田 ー ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

○：賛成　●：反対

全員賛成で可決した議案

令和元年度
決算

野洲川基幹水利施設管理事業特別会計歳入歳出決算

病院事業会計決算

水道事業会計決算

診療所事業会計決算

介護老人保健施設事業会計決算

下水道事業会計決算

令和2年度
補正予算

一般会計補正予算（第４号）

一般会計補正予算（第５号）

国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

介護保険特別会計補正予算（第１号）

野洲川基幹水利施設管理事業特別会計補正予算（第１号）

病院事業会計補正予算（第２号）

診療所事業会計補正予算（第１号）

介護老人保健施設事業会計補正予算（第１号）

人事 人権擁護委員の推薦（全２件）

条例の制定 児童発達支援センター条例

賛成多数で可決した議案

令和元年度
決算

一般会計歳入歳出決算

国民健康保険特別会計歳入歳出決算

後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

介護保険特別会計歳入歳出決算

条例の一部
改正

固定資産税特別措置条例

条例の一部
改正

国民健康保険税条例

子育て支援センター条例

介護保険条例

市営住宅条例

消防団条例

非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例

議会基本条例

規則の一部
改正

議会会議規則

その他

滋賀県市町村交通災害共済組合会計の決算

市道路線の認定（八光線、城が丘団地26号線）

財産の取得(小中学校タブレット5,076台)
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特別委員会報告

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

設
置
目
的

特
別
委
員
会
の
設
置
は
平
成
30
年
３

月
定
例
会
に
お
い
て
、

・
政
策
提
言
や
立
案
機
能
の
強
化

・
議
会
審
議
の
活
性
化

・
市
民
へ
の
積
極
的
な
情
報
提
供

な
ど
、
よ
り
開
か
れ
た
議
会
の
推
進
に

向
け
た
種
々
の
問
題
に
つ
い
て
調
査
研

究
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

本
定
例
会
に
お
い
て
委
員
長
報
告
、
そ
し
て
議
会
基
本
条
例
と
会
議
規
則
の
改

正
議
案
を
上
程
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
３
年
間
に
わ
た
る
特
別
委
員
会

で
の
調
査
研
究
は
今
議
会
で
終
了
し
ま
し
た
。議

員
政
治
倫
理
条
例
の
制
定

公
職
で
あ
る
議
員
は
当
然
の
こ
と
な

が
ら
規
範
と
な
る
存
在
で
あ
り
、
条
例

制
定
の
必
要
性
は
な
い
と
さ
れ
る
意
見

や
議
会
基
本
条
例
だ
け
で
は
不
十
分
で

あ
り
、
補
完
す
る
意
味
で
必
要
で
あ
る

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、
慎
重
に
審
議

し
た
結
果
、
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
で

意
思
統
一
し
平
成
30
年
12
月
に
制
定
し

ま
し
た
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入

紙
資
源
の
削
減
や
議
会
運
営
の
効
率

化
の
た
め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
機
を
導

入
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
う
利
用
規
程

を
制
定
し
、
今
後
さ
ら
に
機
能
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

「
議
員
間
討
議
」
の
導
入

議
案
等
を
審
査
す
る
際
に
、
議
員
相

互
に
十
分
な
議
論
を
尽
く
し
、
合
意
形

成
に
努
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
９
月
議
会
、
厚
生
文
教
常
任
委
員

会
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
業
務
継
続
計
画
の
策
定

災
害
時
に
迅
速
な
議
会
の
機
能
回
復

を
図
り
、
市
民
が
必
要
と
す
る
支
援
は

何
か
、
復
旧
に
際
し
て
の
取
り
組
み
を

計
画
と
し
て
定
め
、
今
回
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
も
、
い
ち

早
く
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
素
早

い
対
応
が
で
き
ま
し
た
。

委
員
会
代
表
質
問
の
導
入

各
会
派
の
代
表
質
問
は
、
予
算
及
び

市
長
選
挙
の
直
後
の
議
会
で
行
う
こ
と

が
申
し
合
わ
せ
で
す
。
委
員
会
で
は

「
議
員
間
討
議
」
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

合
意
形
成
が
見
出
さ
れ
ば
、
執
行
部
に

委
員
会
を
代
表
し
て
質
問
を
す
る
こ
と

で
、
議
員
が
政
策
提
案
し
て
い
く
事
に

結
び
つ
い
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
の

考
え
で
実
行
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

（
仮
称
）
広
聴
検
討
会
議
の
設
置
を

本
市
議
会
は
、
定
例
会
ご
と
に
年
４

回
広
報
紙
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
広
報
だ
け
で
な
く
、
広
く
市
民
の

声
を
聞
く
広
聴
と
は
何
を
す
る
の
か
議

論
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
手
法
と

し
て
現
在
議
会
報
告
会
を
行
な
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
手
法
論
を
議
論
し
て
も

前
に
は
進
ま
な
い
の
が
現
状
で
す
。
広

聴
は
「
行
政
に
対
す
る
市
民
の
意
見
・

要
望
を
収
集
し
、
市
民
の
声
を
政
策
に

反
映
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
、
広

報
・
広
聴
を
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る

と
考
え
、（
仮
称
）
広
聴
検
討
会
議
の
設

置
を
提
案
し
ま
し
た
。

委員長と副委員長が、議長に報告書を提出

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て

広報・広聴のロードマップ



委員長　森田久生　副委員長　田中喜克　　辻　重治・山岡光広・林田久充・田中將之・里見　淳

■８月 18日

指定緊急避難場所・指定避難場所の変更、第二

次甲賀市総合計画・第二期基本計画の策定、株

式会社あいコムこうかの経営状況

■９月 10日

甲賀市消防団条例の一部改正、甲賀市非常勤消

防団員に係る退職報奨金の支給に関する条例の

一部改正

総合計画、財政、自治振興、危機管理等に関わる委員会です。

日誌総務常任委員会
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７
月
20
日
、
８
月
18
日
に
委
員
会
を
開
催
し
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

８
月
18
日
の
委
員
会
で
は
、
指
定
緊
急
避
難
場
所
・
指
定
避
難
所
の
変
更
、
公
共

施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の
運
用
開
始
等
に
つ
い
て
、
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た

の
で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

国
指
定
緊
急
避
難
場
所
・

指
定
避
難
所
の
変
更

市
の
指
定
緊
急
避
難
場
所
並
び
に
指

定
避
難
所
及
び
両
方
を
兼
ね
た
施
設
の

う
ち
、
市
所
有
施
設
で
用
途
変
更
さ
れ

た
施
設
を
災
害
対
策
基
本
法
に
よ
る
指

定
を
新
た
な
施
設
に
変
更
を
行
う
も
の

で
す
。

旧　

旧
水
口
体
育
館
（
水
口
町
本
丸
）

新　

水
口
高
等
学
校
（
体
育
館
格
技
場
）

水
口
体
育
館
（
水
口
町
鹿
深
）

旧　

旧
山
内
小
学
校
（
土
山
町
黒
川
）

旧
山
内
保
育
園
（
土
山
町
黒
川
）

旧
鮎
河
保
育
園
（
土
山
町
鮎
河
）

新　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
滋
賀
（
体
育
館
）

旧　

旧
信
楽
伝
統
産
業
会
館

（
信
楽
町
長
野
）

新　

信
楽
伝
統
産
業
会
館
（
同
長
野
）

※　

旧
伝
統
産
業
会
館
は
解
体
ま
で
の

間
、
区
・
自
治
会
の
自
主
避
難
所
と
し

て
活
用
し
ま
す
。
水
口
体
育
館
は
空
調

等
設
備
が
整
っ
て
い
る
た
め
、
収
容
施

設
不
足
時
の
福
祉
避
難
所
、
復
旧
期
の

仮
設
住
宅
完
成
時
ま
で
の
避
難
所
と
し

て
運
用
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の

運
用
開
始
・
10
月
１
日

パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
か
ら
公
共
施
設
の
予
約
や
空

き
状
況
の
確
認
が
可
能
と
な
る
シ
ス
テ

ム
が
稼
働
し
、
施
設
利
用
に
か
か
る
利

便
性
が
向
上
し
ま
す
。

対
象
施
設

・
活
動
セ
ン
タ
ー
「
ま
る
ー
む
」

・
水
口
中
央
公
民
館

・
土
山
中
央
公
民
館

・
甲
賀
公
民
館
（
か
ふ
か
生
涯
学
習
館
）

・
甲
南
公
民
館　

・
信
楽
中
央
公
民
館

・
水
口
体
育
館　

・
岩
上
公
民
館

・
甲
南
体
育
館　

・
信
楽
体
育
館

・
甲
南
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館

予
約
運
用

「
ま
る
ー
む
」　

９
時
～
24
時

各
体
育
館
10
時
～
17
時
15
分
迄　

各
公
民
館
は
空
き
状
況
確
認
の
み

市
行
政
区
の
一
部
を
変
更

行
政
区
の
「
希
望
ケ
丘
区
」
と
「
希

望

ケ
丘
本
町
区
」
が
６
月
30
日
廃
止

さ
れ
、
新
た
に
「
希
望
ケ
丘
学
区
」

２
７
１
４
世
帯
が
発
足
、
ま
た
貴
生
川

地
区
に
「
南
内
貴
区
」
が
７
月
１
日
発

足
し
ま
し
た
。

８
月
18
日
、
甲
南
第
一
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
の
大
規
模

改
修
工
事
の
進
捗
状
況
を
調
査
し
ま
し
た
。
耐
震
補
強
と

エ
レ
ベ
ー
タ
棟
増
設
、
外
壁
な
ど
も
改
修
。
工
期
は
12
月

末
ま
で
、
７
月
末
時
点
の
進
捗
は
83
・
９
％
で
し
た
。

【
１
階
】
甲
南
第
一
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
す
で
に
供
用
）
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
・
プ
レ
イ
ル
ー
ム
（
来
年
１
月
移
転
・
２
月
運

営
開
始
）
、
会
議
室
・
相
談
室
等

【
２
階
】
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
（
旧
こ
じ
か
教
室
）・
こ

と
ば
の
教
室
（
来
年
３
月
移
転
開
始
・
４
月
運
営
開
始
）

【
３
階
】
各
種
団
体
室
・
会
議
室
・
大
会
議
室
市
民
交
流
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
活
用

公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム

公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
1010

月
よ
り
運
用

月
よ
り
運
用

甲
南
第
一
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
改
修
中

甲
南
第
一
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
改
修
中

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
装
い
新
た
に

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
装
い
新
た
に



市民の生活と福祉、文化やスポーツ、教育に関わる委員会です。

委員長　戎脇　浩　副委員長　橋本恒典　山中善治・ 竹若茂國・山中修平・堀　郁子・岡田重美

■7月15日

水口地域及び甲南地域における統合認定こども

園整備の進捗状況、「働き教育センター甲賀」の

取り組み

■８月17日

第７期介護保険事業計画・第2次障がい者基本計

画等の進捗、オウム真理教後継団体の現状、こ

じか教室等の現状

日誌厚生文教常任委員会

市議会だより　No.6413

７
月
15
日
、
８
月
17
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

調
査
の
内
容
に
つ
い
て
主
な
も
の
を
お
伝
え
し
ま
す
。

第
２
次
障
が
い
者
基
本
計
画
の
進
捗

Q
障
が
い
者
差
別
の
な
い
共
生
社
会
づ

く
り
条
例
を
策
定
し
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

災
害
時
の
緊
急
度
が
わ
か
る
手
立
て
は
。

緊
急
時
の
支
援
に
力
を
入
れ
て
欲
し
い
。

A
今
年
度
は
本
計
画
と
手
話
言
語
と
情

報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
条
例
を
優
先
す
る

が
状
況
を
み
て
検
討
す
る
。
災
害
時
は

色
々
な
発
信
状
況
を
検
討
す
る
。

Q
就
労
支
援
で
Ｊ
Ｏ
Ｂ
コ
ー
チ
が
必
要
。

A
計
画
と
合
わ
せ
検
討
す
る
。

Q
重
度
心
身
障
が
い
者
通
所
施
設「
か

が
や
き
」
が
で
き
地
域
で
暮
ら
せ
る
よ

う
に
な
っ
た
か
。

A
課
題
と
し
て
考
え
て
い
る
。

オ
ウ
ム
真
理
教
後
継
団
体
の
現
状

市
内
に
２
施
設
あ
り
勧
誘
活
動
は
見

ら
れ
な
い
が
、
修
行
を
復
活
さ
せ
る
全
国

的
な
状
況
が
あ
り
、
市
は
地
元
対
策
委

員
会
へ
補
助
金
交
付
や
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施

等
し
て
い
ま
す
。
委
員
長
か
ら
観
察
処
分

の
期
間
更
新
を
求
め
る
意
見
書
の
提
案

に
全
員
が
賛
同
し
９
月
議
会
で
提
出
し

ま
し
た
。

こ
じ
か
教
室
等
の
現
状

こ
じ
か
教
室
や
適
応
指
導
教
室
は

個
々
に
応
じ
た
指
導
方
法
・
指
導
員
の
資

質
能
力
向
上
が
課
題
。
幼
児
こ
と
ば
の
教

室
は
早
い
年
齢
か
ら
の
指
導
の
必
要
性
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

認
定
こ
ど
も
園
整
備
進
捗
状
況

　

水
口
地
域
の
水
口
東
・
岩
上
統
合
認
定

こ
ど
も
園
、
伴
谷
統
合
認
定
こ
ど
も
園
に

つ
い
て
は
、令
和
２
年
５
月
７
日
に
公
私
連

携
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
２
年

度
内
に
、
開
発
協
議
、
保
護
者
等
説
明
、

造
成
工
事
が
実
施
さ
れ
、令
和
３
年
建
築

工
事
、
令
和
４
年
４
月
に
開
園
の
予
定
で

す
。
委
員
会
の
質
疑
で
は
協
定
書
の
内
容

の
確
認
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

甲
南
地
域
認
定
こ
ど
も
園
は
、今
後
認

定
こ
ど
も
園
実
施
計
画
検
討
協
議
会
で

事
業
用
地
候
補
地
を
選
出
の
予
定
で
す
。

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
進
捗

Q
在
宅
サ
ー
ビ
ス
で
土
山
地
域
に
訪
問

看
護
が
な
い
。
８
期
の
考
え
は
ど
う
か
。

A
訪
問
診
療
の
開
業
医
に
聞
き
取
り
、

整
理
し
、
訪
問
看
護
を
含
め
て
、８
期
で

方
向
性
を
示
す
。

Q
甲
賀
市
に
合
わ
せ
た
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
を
考
え
て
は
。

A
大
き
な
計
画
と
地
域
計
画
を
考
え
る
。

Q
介
護
者
へ
の
支
援
の
充
実
は
。

A
介
護
者
が
離
職
し
な
く
て
も
よ
い
支

援
を
考
え
て
い
る
。
老
老
介
護
に
つ
い
て
は

例
え
ば
腰
に
負
担
が
か
か
ら
な
い
介
護
の

研
修
会
を
考
え
て
い
る
。

就
労
移
行
支
援
事
業
所

「
働
き
教
育
セ
ン
タ
ー
甲
賀
」

甲
南
町
寺
庄
の
旧
市
民
福
祉
活
動
セ

ン
タ
ー
に
開
設
さ
れ
た
「
働
き
教
育
セ

ン
タ
ー
甲
賀
」
の
現
地
視
察
を
行
い
ま

し
た
。「
就
労
移
行
支
援
」
と
は
、
一
般
企

業
へ
の
就
職
を
め
ざ
す
障
が
い
の
あ
る

方
を
対
象
に
、
就
職
に
必
要
な
知
識
や

ス
キ
ル
向
上
の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
実

施
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
市
内
に

は
就
労
移
行
支
援
事
業
所
が
少
な
く
利

用
者
の
多
く
は
市
外
事
業
所
を
利
用
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
市
内
に
で
き
た
こ

と
で
利
用
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

働き教育センター甲賀



委員長　橋本律子　副委員長　小西喜代次　土山定信・田中新人・鵜飼　勲・白坂萬里子・小河文人・糸目仁樹

産業、建設、観光振興、上下水道、生活環境に関わる委員会です。

■８月７日

旧信楽伝統産業会館を視察、新型コロナ感染症拡

大防止臨時経済対策事業、災害時等における県斎

場施設連絡協議会構成火葬場の相互応援に関する

協定の締結

■９月 9日

令和元年度水道・下水・野洲川基幹水利施設管理

事業の決算認定、市営住宅条例の一部改正等。

日誌産業建設常任委員会
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「
災
害
時
に
お
け
る
滋
賀
県
斎
場
施

設
連
絡
協
議
会
構
成
火
葬
場
の
相
互

応
援
協
力
に
関
す
る
協
定
」
の
締
結

に
向
け
た
進
捗
状
況
報
告

Q
要
請
を
受
け
て
と
あ
る
が
、
誰
が
要

請
す
る
の
か
、
誰
が
か
じ
取
り
を
す
る

の
か
。

A
災
害
に
よ
る
場
合
は
、
県
の
防
災
計

画
に
基
づ
き
県
が
取
り
ま
と
め
る
。
県

に
要
請
し
、
県
が
協
力
先
の
調
整
を
す

る
。
要
請
を
行
う
の
は
、
各
市
・
行
政
組

合
等
で
あ
る
。

市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

市
営
住
宅
へ
の
円
滑
な
入
居
促
進
の

た
め
の
入
居
手
続
き
・
資
格
等
の
整
理

を
行
う
。
ま
た
、
竜
が
丘
団
地
駐
車
場
に

お
い
て
使
用
料
を
徴
収
で
き
る
よ
う
改

正
。
質
疑
・
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
た
。

市
道
路
線
の
認
定

八
光
線
・
城
が
丘
団
地
26
号
線
の
２

路
線
で
、
質
疑
・
討
論
は
な
く
、
採
決
の

結
果
、
全
員
賛
成
に
よ
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
た
。

旧信楽伝統産業会館でのスカーレット展

スカーレットの主人公貴美子の衣装も展示

７
月
14
日
、
８
月
7
日
、
９
月
９
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
所
管
事
務
調
査
を

行
い
ま
し
た
。
７
月
14
日
に
は
旧
信
楽
伝
統
産
業
会
館
を
現
地
視
察
し
、
８
月
７

日
に
も
調
査
し
ま
し
た
。
同
会
館
は
信
楽
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
と
共
に
新
築
さ
れ

移
転
し
ま
し
た
が
、
現
在
は
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
展
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

旧
信
楽
伝
統
産
業
会
館

現
地
調
査

Q
解
体
の
方
向
と
聞
い
て
い
た
が
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
解
体
費
用
は
ど
れ
ぐ
ら

い
か
か
る
見
通
し
か
。

A
来
年
度
に
設
計
し
て
解
体
を
行
う

予
定
で
あ
る
。
ま
た
解
体
費
は
概
算
で

六
千
万
か
ら
九
千
万
円
程
度
で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
防
止
臨
時

経
済
対
策
事
業
の
実
施
状
況

Q
ク
ー
ポ
ン
券
配
布
事
業
に
つ
い
て
、

４
４
４
件
の
協
力
が
あ
っ
た
が
、
執
行

部
と
し
て
予
定
通
り
か
。

A
ク
ー
ポ
ン
の
店
舗
に
つ
い
て
、
現
段

階
で
は
４
４
４
店
舗
で
あ
る
。
昨
年
実

施
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
で
登
録
店

舗
は
大
手
ス
ー
パ
ー
も
含
み
３
５
０
店

舗
で
あ
っ
た
。



市議会だより　No.6415

組合議会報告
　

令
和
２
年
度
第
４
回
甲
賀
広
域
行

政
組
合
議
会
が
10
月
１
日
開
か
れ
（
写

真
）
、
条
例
改
正
１
件
、
令
和
元
年
度

一
般
会
計
決
算
認
定
１
件
、
令
和
２
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
１
件
が
提
案
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
全
員
賛
成
で
可
決
、
認

定
し
ま
し
た
。

　

条
例
改
正
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

対
策
と
し
て
特
殊
勤
務
手
当
の
条
項
を

盛
り
込
む
も
の
。
令
和
元
年
度
一
般
会

計
は
、
歳
入
総
額
36
億
２
３
７
万
６
千

円
、
歳
出
総
額
35
億
５
８
５
９
万
２
千

円
。
単
年
度
実
質
収
支
額
は
１
５
８
万

９
千
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
徴
は
、
歳
入
の
約
８
割
は
、
湖
南
・

甲
賀
両
市
の
負
担
金
。
使
用
料
・
手
数

料
は
９
３
５
万
８
千
円
の
減
、
国
か
ら

は
ゴ
ミ
処
理
施
設
基
幹
的
設
備
改
良
事

業
支
援
業
務
に
関
し
て
循
環
型
社
会
形

成
推
進
交
付
金
93
万
１
千
円
を
、
ま
た

諸
収
入
で
は
指
定
ゴ
ミ
袋
収
入
が
前
年

対
比
で
約
１
千
万
円
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。
歳
出
は
、
対
前
年
度
比
８
１
４
８

万
円
の
減
。
全
体
の
51
・
34
％
を
占
め

る
消
防
費
が
18
億
２
６
８
６
万
３
千
円

（
対
前
年
度
比
約
６
千
万
円
の
減
）
、
衛

生
費
も
11
億
73
万
４
千
円
（
対
前
年
度

甲
賀
広
域
行
政
組
合
議
会

比

約

４

９

０
０
万
円
の

減
）
、

逆

に

化
学
消
防
車

や
高
規
格
救

急
自
動
車
を

新

た

に

整

備
、
高
機
能

消
防
指
令
施

設
整
備
の
元

金
償
還
が
開

始
さ
れ
た
こ

と
か
ら
公
債

費
は
５
億
４

９
１
１
万
１
千
円
で
対
前
年
度
比
約
３

千
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
は
、
前

年
度
繰
越
金
の
確
定
な
ど
で
減
額
補
正

（
歳
入
歳
出
４
６
６
２
万
９
千
円
の
減
）

す
る
も
の
で
す
。

　

議
案
質
疑
は
赤
祖
父
裕
美
・
山
岡
光

広
の
両
議
員
が
、
一
般
質
問
は
赤
祖
父

裕
美
・
松
原
栄
樹
両
議
員
が
行
い
ま
し

た
。

　

な
お
、
10
月
３
日
よ
り
、
甲
賀
広
域

行
政
組
合
の
管
理
者
は
湖
南
市
長
に
、

甲
賀
市
長
は
副
管
理
者
と
な
り
ま
す
。

公
立
甲
賀
病
院
組
合
議
会

　

令
和
２
年
度
第
２
回
公
立
甲
賀
病
院

組
合
議
会
が
10
月
２
日
開
か
れ
ま
し

た
。

　

法
人
化
以
前
の
病
院
事
業
会
計
決
算

認
定
は
な
く
な
り
、
病
院
組
合
一
般
会

計
決
算
認
定
、
他
２
議
案
が
上
程
、
慎

重
審
査
の
上
、
可
決
、
認
定
し
ま
し
た
。

公
立
甲
賀
病
院
組
合
会
計
年
度
任
用

職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
制
定

　

対
象
職
員
は
い
な
い
が
、
法
改
正
に

伴
い
準
備
を
し
て
お
く
も
の
。
全
員
賛

成
に
て
可
決
。

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

の
制
定

　

法
改
正
に
伴
い
条
文
の
整
理
を
行
う

も
の
。
全
員
賛
成
に
て
可
決
。

令
和
元
年
度
公
立
甲
賀
病
院
組
合
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

　

病
院
組
合
の
運
営
に
あ
た
る
会
計
の

決
算
。
監
査
基
準
に
関
す
る
質
疑
が
あ

り
、
よ
り
厳
格
な
監
査
が
行
わ
れ
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。
全
員
賛
成
に
よ

り
認
定
し
ま
し
た
。

　

今
期
は
中
期
目
標
、
中
期
計
画
の
議

決
は
な
く
、
病
院
の
経
営
状
態
に
関
し

て
は
本
会
議
前
に
全
員
協
議
会
を
開
催

し
、
報
告
を
受
け
、
理
解
を
深
め
ま
し

た
。

　

こ
の
ほ
か
、
一
般
質
問
は
小
西
喜
代

次
・
立
入
善
治
両
議
員
が
行
い
、「
法
人

化
後
に
公
的
医
療
の
後
退
が
な
い
か
」

や
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
に
関
す
る
質
問
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
前
向
き
な
対
応
を
し

て
い
る
旨
の
答
弁
で
し
た
。

令
和
元
年
度
一
般
会
計
決
算
を
認
定

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償

令
和
元
年
度
一
般
会
計
決
算
を
認
定

全員賛成

認定

全員賛成

認定・可決
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危機・安全管理統括監 危機統括監 総合政策部長 総政部長

総合政策部理事 総政理事 総務部理事 総務理事 市民環境部長 市環部長

健康福祉部長 健福部長 こども政策部長 こ政部長 産業経済部長 産経部長

上下水道部長 水道部長 教育委員会事務局理事 教育理事

順番 氏　　名 質問事項

11 田
た

中
なか

　將
まさ

之
ゆき

１　地域交通をどう維持するか

12 山
やま

中
なか

　修
しゅう

平
へい １　みなくち診療所の現状と今後の方向

性について

13 橋
はし

本
もと

　律
りつ

子
こ １　長期計画による道路改善と今後

２　市民力による防災活動の強化

14 山
やま

中
なか

　善
よし

治
はる

１　コロナ対策について

15 岡
おか

田
だ

　重
しげ

美
み

１　コロナ禍のもと、障害者就労継続支
援事業所への支援について

２　高齢者の尊厳と安心の介護サービス
とするために、第 8 期介護保険事
業計画について

３　中学卒業までの医療費完全無料化の
実施を

４　旧東海道、カラー舗装の修繕につい
て

16 小
こ

西
にし

喜
き

代
よ

次
つぐ

１　新型コロナウイルス感染拡大の抜本
的対策について

２　新型コロナ感染拡大での継続的な経
済支援について

３　信楽高原鐵道への無料乗車制度の適
用について

４　６月発生の信楽町の土砂くずれへの
対応と課題について

５　豪雨災害への対策について

17 橋
はし

本
もと

　恒
ひさ

典
のり

１　新名神高速道路を活かしたまちづく
りについて

２　市内の道路整備と適正な維持管理に
ついて

３　中山間地域等直接支払制度の取り組
みについて

４　安全で安定した甲賀市の水道につい
て

18 里
さと

見
み

　　淳
あつし

１　ギガスクール構想について

19 土
つち

山
やま

　定
さだ

信
のぶ

１　甲賀市立信楽中央病院の基本方針に
ついて

２　みなくち診療所の経営状況について
３　介護老人保健施設ケアセンターささ

ゆりの経営状況について

20 竹
たけ

若
わか

　茂
しげ

國
くに

１　新型コロナウイルス感染（以下「新型
コロナ」という）における患者探し、
差別、誹謗、中傷、デマ等の市の対
策は！？

２　ニッポンザル被害に対する対策につ
いて

３　在宅における看護、介護、看取りの
現状及び将来について

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

順番 氏　　名 質問事項

１ 戎
えびすわき

脇　　浩
ひろし １　マイナンバーカードの利用促進を

２　青少年育成にむけてバスケットゴー
ルの整備を

2 森
もり

田
た

　久
ひさ

生
お

１　「当市の再犯防止に向けた取り組み」
について

２　「岩永市政、この４年間の取り組み
を伺う」

３ 田
た

中
なか

　喜
よし

克
かつ

１　「迎えの３歩、送りの７歩」の思い・
実践を市役所の職員研修・意識改革
に取り入れては。について

２　「公共施設の統廃合」利便性確保の
上で実施・断行が、最良の行財政改
革では。について

３　信楽高原鐵道に新駅を設置して、日
本遺産・物語づくり「飯道山周辺観
光ルート整備活用計画」の推進を。
について

４ 堀
ほり

　　郁
いく

子
こ

１　森林整備による災害防止について
２　甲賀市の人口を増やしていくために
３　子育て・教育支援について
４　ナッジ理論・仕掛学について

５ 辻
つじ

　　重
しげ

治
じ １　農業施策について

２　災害への備えと対応について

６ 山
やま

岡
おか

　光
みつ

広
ひろ

１　岩永市政この４年間の総括と市民要
求について

２　学校図書館整備５カ年計画をふまえ
た学校図書充実について

３　コロナ特例による介護報酬の引き上
げについて

４　コロナ禍のもとで少人数学級に転換
し子どもたちに豊かな学びの保障を

５　第二期滋賀県国民健康保険運営方針
について

７ 白
しら

坂
さか

萬
ま

里
り

子
こ

１　外国人と共存するまちづくりの推進
について

２　小・中学校最終学年への対応につい
て

３　学校でのスマホ持ち込み４条件につ
いて

４　おくやみ窓口の設置について

８ 糸
いと

目
め

　仁
まさ

樹
き １　正規職員数増加の検討を

２　常設ボランティアセンター開設を

9 田
た

中
なか

　新
あら

人
と １　「甲賀市民の歌」作成制定について

２　国道１号水口道路交通の渋滞緩和に
ついて

10 林
はやしだ

田　久
ひさ

充
みつ

１　新型コロナウイルス感染症陽性者の
発生と市の対応について

２　持続可能なまちづくりの視点から、
市長の一期目の成果を問う。

３　「広報こうか」等今後の広報のあり
方について

市市のの考考えをえを問問うう15人の15人の
議員が議員が

令和２年　第 4 回甲賀市議会定例会一般質問（通告順）

市市のの考考えをえを問問うう 目次20人の20人の
議員が議員が

令和２年
9月2日・3日・4日・7日

■答弁者の凡例
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戎
脇　
　

浩

既
存
公
園
に
設
置
を
検
討
す
る

青
少
年
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
を

Q
子
ど
も
た
ち
が
送
迎
に
頼
ら
ず
、
気
軽
に
ス
ポ
ー

ツ
に
い
そ
し
む
た
め
の
機
会
や
場
所
が
不
足
し
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
が
、
見
解
は
ど
う
か
。

 

教
育
理
事　

心
身
と
も
に
健

や
か
に
育
つ
た
め
の
環
境
づ

く
り
は
大
切
で
あ
り
、
身
近

な
場
で
自
主
的
・
主
体
的
に

遊
び
学
べ
る
場
の
必
要
性
は

認
識
し
て
い
る
。

Q
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
種

目
に
３
×
３
の
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
が
採
用
さ
れ
た
。
ス

ト
リ
ー
ト
か
ら
生
ま
れ
た
種
目
で
、
オ
シ
ャ
レ
さ
、
カ
ッ

コ
よ
さ
で
子
ど
も
た
ち
の
あ
こ
が
れ
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
感
じ
る
。
３
×
３
の
コ
ー
ト
や
ゴ
ー
ル
下
を
舗
装

し
た
ゴ
ー
ル
な
ど
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

 

教
育
理
事　

身
近
に
い
つ
で
も
楽
し
め
る
コ
ー
ト
が
あ
れ

ば
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
、
リ
ン
グ
が
あ

る
だ
け
で
も
効
果
が
あ
る
と
考
え
る
。

Q
公
園
整
備
の
一
環
と
し
て
の
整
備
は
ど
う
か
。

 

建
設
部
長　

正
式
コ
ー
ト
は
防
球
フ
ェ
ン
ス
や
カ
ラ
ー
舗

装
が
必
要
と
な
る
が
、
ま
ず
は
周
辺
の
安
全
性
を
考
慮

し
て
、
既
存
公
園
の
グ
ラ
ン
ド
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
の
設
置

を
検
討
す
る
。

A Q

森
田　

久
生

１
０
０
点
満
点
で
、
８
０
点
と
採
点
！

岩
永
市
長
任
期
４
年
間
の
自
己
採
点
は

Q
「
罪
を
憎
ん
で
人
を

憎
ま
ず
」
、
誤
っ
て
罪

を
犯
し
た
人
が
自
ら
の

罪
を
悔
い
改
め
、
再
び

社
会
を
構
成
す
る
一
員

と
な
る
た
め
に
、「
市
の

再
犯
防
止
に
向
け
た
取

り
組
み
」
が
必
要
と
考

え
る
が
、
市
の
考
え
方

を
伺
う
。

 

市
長　

「
だ
れ
一
人
取

り
こ
ぼ
さ
な
い
地
域
共

生
社
会
の
実
現
」
と
い
う
考
え
の
下
、
罪
を
犯
し
た
人

の
社
会
復
帰
に
必
要
な
環
境
整
備
を
行
う
。

 

健
福
部
長　

来
年
度
末
を
目
途
に
見
直
し
を
計
画
し

て
い
る
「
第
２
次
甲
賀
市
地
域
福
祉
計
画
」
に
、
具
体
的

な
施
策
を
盛
り
込
み
た
い
。

Q
岩
永
市
長
の
任
期
４
年
間
を
通
し
て
「
誇
れ
る
点
」

と
「
今
一
歩
踏
み
込
め
な
か
っ
た
点
」
は
。

 

市
長　

誇
れ
る
と
こ
ろ
は
「
顔
の
見
え
る
市
長
」
と
し

て
「
オ
ー
ル
甲
賀
」
の
ま
ち
づ
く
り
が
、
具
体
的
な
形
と

な
り
本
市
の
活
力
に
つ
な
が
っ
て
き
た
こ
と
。
踏
み
込

め
な
か
っ
た
点
は
、
適
正
な
公
共
施
設
の
再
配
置
、
幼

保
・
小
中
学
校
の
再
編
等
で
あ
る
。

A Q

田
中　

喜
克

日
本
遺
産
を
訪
れ
に
魅
力
あ
る
構
想

飯
道
山
登
山
口
に
高
原
鐵
道
の
新
駅
を

Q
信
楽
高
原
鐵
道
に
新

駅
を
設
置
し
て
、
飯
道

山
周
辺
観
光
ル
ー
ト
整

備
計
画
の
推
進
を
。

 

市
長　

信
楽
高
原
鐵
道

は
地
域
公
共
交
通
、
観
光

を
担
う
役
割
機
能
が
期

待
さ
れ
て
お
り
、
新
駅
設

置
は
魅
力
あ
る
構
想
と

認
識
し
て
い
る
。
駅
設
置

に
は
多
額
の
費
用
が
必

要
と
な
り
、
観
光
の
魅
力

を
更
に
磨
き
、
こ
の
ル
ー

ト
整
備
計
画
と
リ
ン
ク

さ
せ
な
が
ら
新
駅
設
置

の
可
能
性
を
検
討
す
る
。

Q
市
職
員
の
意
識
改
革
・
研
修
に
来
訪
者
を
迎
え
る

基
本
「
迎
え
の
３
歩
、
送
り
の
７
歩
」
の
思
い
、
実
践

を
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

 

市
長　

市
行
政
は
市
内
最
大
の
サ
ー
ビ
ス
業
で
あ
り
、

常
に
「
思
い
や
り
の
心
」
を
持
ち
、
職
員
共
々
、
取
り

組
み
に
努
め
る
。
更
に
高
い
倫
理
観
と
人
権
意
識
を
磨

き
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
的
確
に
当

た
れ
る
職
員
の
研
修
や
意
識
改
革
を
進
め
る
。

A Q

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

周辺観光ルート・庚申山テラスからは甲賀市内・近隣市町が一望

「甲賀市版再犯防止推進計画」策定を願って
保護司会・更生保護女性会から提出された要望書

利用の多い古城が丘公園の
バスケットゴール



2020.11 18 QRコード で質問の
録画が見られます。

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

後援会が選挙区内に花輪・香典・祝儀などを出すと処罰されます。

堀　
　

郁
子

課
題
解
決
に
つ
な
が
る
施
策
研
究
す
る

市
の
人
口
増
の
た
め
奨
学
金
返
還
支
援

Q
深
山
を
整
備
し
河
川
の
氾
濫
を
防
ぐ
た
め
に
、
も
り

づ
く
り
ア
カ
デ
ミ
ー
に
参
加
し
担
い
手
作
り
を
伺
う
。

 

市
長　

持
続
的
な
森
林
整
備
で
間
伐
実
施
面
積
は
県
内

で
も
多
い
。
担
い
手
確
保
は
重
要
で
あ
り
受
講
者
を
増
や

す
。

Q
市
内
企
業
に
働
く
若
者
対
象
に
奨
学
金
返
還
支
援
を
。

 

産
経
部
長　

市
の
20
～
29
歳
の
人
口
移
動
者
は
転
出
超

過
が
続
き
課
題
。
地
元
企
業
の
意
見
聞
き
他
市
も
研
究
。

Q
虐
待
し
た
ら
と
恐
れ
る
保
護
者
の
相
談
対
応
と
厚
労

省
か
ら
の
体
罰
の
具
体
例
の
周
知
は
ど
う
か
伺
う
。

 

こ
政
部
長　

児
童

相
談
所
と
市
の
児

童
相
談
室
の
２
箇

所
で
相
談
者
に
寄

り
添
う
よ
う
心
掛

け
る
。
具
体
例
は

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布

や
ポ
ス
タ
ー
掲
示
等

で
図
る
。

Q
ス
ト
レ
ス
対
処
法
や
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
教
育
。

心
に
残
る
授
業
を
伺
う
。

 

教
育
長　

年
間
数
時
間
。
日
頃
か
ら
声
か
け
励
ま
し
友

達
と
の
関
わ
り
で
効
果
が
あ
る
。
サ
ー
カ
ス
の
象
の
話
で

限
界
を
決
め
つ
け
ず
挑
戦
し
て
ほ
し
い
と
授
業
を
し
た
。

A Q

辻　
　

重
治

防
災
工
事
の
計
画
的
な
推
進
を
図
る

農
業
用
た
め
池
新
法
の
施
行
は

Q
た
め
池
の
管
理
及
び
保
全

に
関
す
る
調
査
結
果
と
、
農

業
用
た
め
池
の
決
壊
な
ど
か

ら
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め

の
防
災
工
事
は
出
来
る
の
か
。

 

産
経
部
長　

市
内
に
は
５
３

５
箇
所
の
農
業
用
た
め
池
が

あ
る
。
法
律
の
施
行
に
よ
り

所
有
者
や
、
管
理
者
が
適
切

に
管
理
す
る
こ
と
が
義
務
化
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
新
た
な
法
律
が
制
定
さ
れ
、
防
災
事
業
と
同

様
に
受
益
者
の
負
担
が
過
大
と
な
ら
な
い
池
の
防
災
工

事
が
実
行
さ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
る
。

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
学
校
給
食
用
食
材
の
コ

メ
の
消
費
の
減
少
量
と
今
後
は
。

 

教
育
部
長　

臨
時
休
校
な
ど
で
18
・
２
ｔ
の
キ
ャ
ン

セ
ル
で
あ
る
。
今
後
は
甲
賀
の
一
番
お
い
し
い
最
高
の

コ
メ
を
食
べ
て
い
た
だ
く
。

Q
杣
川
の
河
川
改
修
の
現
状
と
計
画
は
。

 

建
設
部
長　

改
修
計
画
区
間
は
、
県
道
新
杣
川
橋
付

近
ま
で
。
甲
南
町
寺
庄
地
先
の
千
歳
橋
上
流
部
ま
で
整

備
が
進
め
ら
れ
た
。

　

そ
の
上
流
は
、
野
洲
川
の
下
流
整
備
を
先
行
し
て
実

施
の
予
定
で
あ
る
。

A Q

山
岡　

光
広

シ
ス
テ
ム
は
見
直
す
、
除
籍
も
行
う

図
書
費
算
出
シ
ス
テ
ム
改
善
、
除
籍
を

Q
国
の
学
校
図
書
館
整

備
五
カ
年
計
画
に
基
づ

き
、
学
校
図
書
の
充
実

を
。
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て

い
る
図
書
費
算
出
シ
ス

テ
ム
を
見
直
し
、
不
要

と
な
っ
た
本
の
除
籍
を

行
い
活
用
で
き
る
図
書

に
、
百
科
事
典
は
別
枠

予
算
で
。
ネ
ッ
ト
環
境

整
備
、
学
校
司
書
の
増
員
を
。

 

教
育
部
長　

図
書
費
算
出
シ
ス
テ
ム
を
見
直
し
除
籍

す
る
。
百
科
事
典
は
別
枠
予
算
で
対
応
す
る
。

Q
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
、
全
小
中
学
校
で
少
人
数
学

級
の
実
現
を
。
実
現
す
る
う
え
で
の
課
題
は
何
か
。

 

教
育
長　

少
人
数
学
級
は
基
本
的
に
望
ま
し
い
。

 

教
育
部
長　

教
室
の
確
保
、
備
品
等
の
経
費
。
市
独

自
で
進
め
る
場
合
は
、
教
職
員
の
人
材
と
人
件
費
。

Q
コ
ロ
ナ
特
例
で
介
護
報
酬
が
引
き
上
げ
ら
れ
て
い

る
が
、
本
来
国
が
責
任
を
負
う
も
の
。
利
用
者
負
担
に

す
べ
き
で
は
な
い
。

 

健
福
部
長　

通
所
系
で
６
割
、
短
期
入
所
系
で
４
割

が
導
入
。
利
用
者
負
担
を
伴
わ
な
い
事
業
継
続
支
援
を

国
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

A Q

農業用ため池の整備が急務

学校図書館整備５カ年計画と現実



市議会だより　No.64  19  QRコード で質問の
録画が見られます。

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

選挙区内の議員に対し、寄付を出すように勧誘や要求をすることは禁止されています。

白
坂
萬
里
子

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
支
援
実
施

外
国
人
と
暮
ら
す
共
生
社
会
を
円
滑
に

Q
外
国
人
増
加
要
因
と
支
援
の
具
体
的
な
取
り
組
み

は
。

 

総
政
部
長　

研
修
や
就
労
の
た
め
、
市
内
で
働
く
人

が
増
加
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
支
援
を
す
る
た

め
、
多
文
化
共
生
推
進
チ
ー
ム
を
設
置
し
サ
ポ
ー
ト
体

制
を
整
え
た
。

Q
言
葉
の
壁
を
打
開
す
る

た
め
、
市
と
国
際
交
流
協

会
、
多
様
な
団
体
・
地
域

社
会
等
の
役
割
及
び
支
援

策
は
。

 

総
政
部
長　

協
会
と
連
携

し
た
国
際
交
流
事
業
や
日

本
語
教
室
、
自
治
振
興
会

と
連
携
し
た
交
流
サ
ロ
ン
、
市
内
事
業
者
と
連
携
し
て

就
労
状
況
や
生
活
に
お
け
る
課
題
な
ど
共
有
を
図
り
支

援
し
住
み
続
け
て
い
た
だ
く
。

Q
庁
舎
内
に
外
国
人
専
用
窓
口
を
開
設
し
て
は
。

 

総
政
部
長　

安
心
で
き
る
専
用
窓
口
開
設
を
検
討
す

る
。

Q
お
悔
や
み
窓
口
の
設
置
に
つ
い
て
。

 

市
長　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
観
点
か
ら
も

早
期
に
検
討
し
進
め
て
い
く
。

A Q

糸
目　

仁
樹

必
要
に
応
じ
て
見
直
す

市
職
員
増
員
で
雇
用
を
増
や
せ
な
い
か

Q
甲
賀
北
工
業
団
地
な
ど
通
じ
、
民
間
企
業
に
雇
用

増
加
を
促
す
一
方
で
、
市
自
身
は
今
ま
で
２
０
０
人
以

上
職
員
を
減
ら
し
、
更
に
こ
れ
か
ら
減
ら
す
計
画
で
矛

盾
し
て
い
る
。
市
役
所
も
雇
用
を
生
み
出
し
、
地
域
経

済
へ
与
え
る
影
響
は
大
き
い
。
職
員
数
を
増
や
し
、
雇

用
を
増
や
す
考
え
は
な
い
か
。

 

総
務
部
長　

社
会
情
勢
や
市
民
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
的

確
に
見
極
め
る
な
か
で
、
必
要
に
応
じ
て
定
員
適
正
化

計
画
を
見
直
し
、
必
要
と
す
る
分
野
に
は
し
っ
か
り
と

人
材
を
確
保
す
る
。

Q
い
つ
災
害
が
起
き
て
も
円
滑
に
運
営
で
き
る
よ
う
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
常
設
化
で
き
な
い
か
。
た

だ
し
、
平
時
は
地
域
課

題
解
決
目
的
の
運
営

を
。

 

健
福
部
長　

災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は

重
要
で
あ
り
、
大
津
市

の
常
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
事
例
も
視
察

し
た
。
災
害
時
迅
速
な

支
援
活
動
の
た
め
、
社

協
と
連
携
し
、
常
設
化

に
つ
い
て
研
究
す
る
。

A Q

田
中　

新
人

市
民
の
一
体
感
・
郷
土
愛
醸
成
の
考
え

甲
賀
市
民
の
歌
、
作
成
制
定
の
考
え
は

Q
「
甲
賀
市
民
の
歌
」
作
成
制
定
は
、
是
非
と
も
必
要

と
思
う
が
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

 

市
長　

現
在
、
本
市
が
制
定
し
て
い
る
「
花
・
木
・
鳥
」

と
目
的
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
の
皆
様
か
ら

の
ご
意
見
を
伺
う
な
ど
、
必
要
性
を
見
極
め
、
判
断
。

Q
ふ
る
さ
と
の
誇
り
や
愛
着
を
育
み
、
心
の
支
え
と

な
る
歌
と
な
っ
て
欲
し
い
と
思
う
が
。

 

総
政
部
長　

市
民
の
皆
様
に
わ
が
町
へ
の
誇
り
や
愛

着
、
市
民
と
し
て
の
一
体
感
を
感
じ
て
頂
き
、
本
市
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

Q
国
道
１
号
水
口
道
路
の
渋
滞
緩
和
に
つ
い
て
朝
夕

の
交
通
量
の
把
握
は
し
て
い
る
の
か
。

 

建
設
部
長　

４
車
線
開

通
後
平
成
30
年
３
月
に
交

通
量
調
査
で
泉
西
交
差
点

の
湖
南
市
方
面
へ
の
通
過

台
数
は
１
万
９
１
３
９
台

で
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
が

来
年
実
施
さ
れ
る
。

Q
旧
東
海
道
速
度
規
制
。

 

市
環
部
長　

30 

km
で
可

搬
式
速
度
違
反
取
締
が
月

１
回
実
施
。

A Q

平成 25 年台風 18 号の
信楽の災害ボランティアセンター

国道１号水口泉渋滞



2020.11 20 QRコード で質問の
録画が見られます。

Q
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
、
人
口
減
少
に
よ
っ
て
、
鉄

道
や
バ
ス
な
ど
地
域
の
公
共
交
通
の
経
営
が
地
方
ほ
ど

厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
地
域
住
民
の
暮
ら
し
を
支
え
て

い
る
地
域
交
通
を
ど
う
維
持
す
る
か
。
こ
の
課
題
に
対

応
す
る
た
め
、
先
の
通
常
国
会
で
は
、
地
域
公
共
交
通

活
性
化
再
生
法
や
道
路
運
送
法
な
ど
関
連
法
が
改
正
さ

れ
た
。
自
治
体
主
導
で
地
域
の
輸
送
資
源
を
総
動
員
し
、

交
通
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
を
め
ざ
す
こ
と
が
柱
と
な
っ
て

い
る
。
甲
賀
市
に

お
い
て
も
運
転
免

許
証
の
自
主
返
納

者
が
増
え
て
お
り
、

今
後
、
公
共
交
通

空
白
地
と
言
わ
れ

る
地
域
で
の
交
通

対
策
が
課
題
。
市

と
し
て
ど
の
よ
う

に
地
域
交
通
を
維

持
す
る
の
か
。

 

建
設
部
長　

今
後
の
公
共
交
通
網
の
改
善
を
し
て
い

く
う
え
で
は
、
利
用
状
況
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
に

努
め
、
民
間
タ
ク
シ
ー
な
ど
地
域
の
輸
送
資
源
や
新
し

い
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
も
念
頭
に
、
地
域
に

あ
っ
た
交
通
網
を
構
築
し
て
い
く
。

Q
検
査
陽
性
患
者
の

県
の
対
応
と
市
の
役
割

は
ど
う
か
。

 

健
福
部
長　

陽
性
患

者
に
対
し
て
は
、
入
院
、

宿
泊
療
法
の
調
整
と
聞

き
取
り
調
査
が
行
わ
れ

る
。
得
ら
れ
た
情
報
の

う
ち
年
代
、
性
別
、
居

住
地
、
職
業
、
症
状
・

経
過
、
濃
厚
接
触
者
、

行
動
歴
等
が
、
毎
日
夕

方
公
表
さ
れ
て
い
る
。
市
の
役
割
は
、
市
民
へ
の
広
報
、

患
者
・
家
族
な
ど
の
生
活
支
援
、
保
健
所
の
後
方
支
援

業
務
を
担
っ
て
い
る
。
専
門
学
校
の
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発

生
し
た
と
き
は
、
学
生
へ
の
生
活
支
援
と
し
て
食
事
や

生
活
物
資
、
消
毒
液
の
提
供
を
行
っ
た
。

Q
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
発
生
し
た
時
の
市
の
状

況
把
握
等
と
は
。

 

健
福
部
長　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
と
そ
の
家
族
へ

在
宅
介
護
に
必
要
な
支
援
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
利
用

者
72
名
を
訪
問
し
、
資
材
等
を
配
布
し
、
健
康
状
態
の

聞
き
取
り
を
行
っ
た
。
ま
た
、
応
援
職
員
の
派
遣
を
要

請
し
た
。

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

選挙区内の有権者が威迫あるいは議員を陥れる目的で寄付を求めると処罰されます。

林
田　

久
充

田
中　

將
之

山
中　

修
平

広
報
、
患
者
・
家
族
の
生
活
支
援
等

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
陽
性
の
時
の
市
の
役
割
は

A Q

地
域
に
あ
っ
た
交
通
網
を
整
備

地
域
交
通
を
ど
う
維
持
す
る
か

A Q

か
か
り
つ
け
診
療
所
へ
の
改
革
が
必
要

み
な
く
ち
診
療
所
の
現
状
と
今
後
は

Q
み
な
く
ち
診
療
所
の
歴
史
は
。

 

健
福
部
長　

昭
和
25
年
に
貴
生
川
病
院
と
な
り
、
昭

和
37
年
に
水
口
市
民
病
院
と
改
称
。
平
成
24
年
に
介
護

老
人
保
健
施
設
と
診
療
所
を
併
設
し
た
水
口
医
療
介
護

セ
ン
タ
ー
と
な
っ
た
。

Q
診
療
所
の
現
状
と
今
後
の
方
向
性
は
。

 

健
福
部
長　

平
成
29
年
を
底
に
30
年
、
令
和
元
年
と

外
来
患
者
数
は
増
加
。
内
科
、
小
児
科
、
整
形
外
科
、

運
動
器
症
候
群
の
外
来

と
、
予
防
接
種
や
各
種
健

診
に
往
診
・
訪
問
診
療
が

増
え
た
こ
と
が
大
き
い
。

　

今
後
は
、
日
曜
診
療
や

時
間
延
長
に
在
宅
医
療
の

充
実
な
ど
、
身
近
な
「
か

か
り
つ
け
診
療
所
」
と
し

て
充
実
を
図
る
。

Q
貴
生
川
駅
周
辺
特
区
構
想
エ
リ
ア
内
の
医
療
機
関

と
し
て
、「
貴
生
川
駅
前
診
療
所(

ク
リ
ニ
ッ
ク)

」
と
改

称
す
れ
ば
、
ど
こ
に
あ
る
か
す
ぐ
に
分
か
り
地
元
の
人

に
も
愛
着
を
持
っ
て
頂
け
る
が
、
街
づ
く
り
に
お
け
る

医
療
機
関
の
役
割
は
。

 

市
長　

民
間
医
院
が
多
い
中
診
療
所
に
は
休
日
・
時

間
外
診
療
や
在
宅
医
療
拠
点
へ
の
改
革
を
期
待
す
る
。

A Q

デイサービス利用者に配られた衛生用品

エリアの拡大が望まれるコミタク

みなくち診療所
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ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

議員が選挙区内にあるもの対して寄付をすることは、いかなる名義でも禁止されています。

一般質問

橋
本　

律
子

山
中　

善
治

強
く
県
要
望
し
事
業
推
進
に
取
り
組
む

斎
場
バ
イ
パ
ス
道
改
良
の
早
期
実
現
を

Q
県
道
水
口
・
甲
南
線
の
道
路
改
良
が
長
期
化
し
て

い
る
。
そ
の
進
捗
状
況
と
課
題
要
因
は
。
ま
た
、
県
と

の
連
携
は
ど
う
図
ら
れ
て
い
る
か
。

 

建
設
部
長　

県
道
路
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

県
道
小
佐
治
甲
南
線
接
続
の
１
・
９
km
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
平
成
24
年
度
か
ら
測
量
・
設
計
等
土
地
調
査
設

計
業
務
が
進
ん
で
い
る
が
、
公
図
混
乱
が
生
じ
て
い
る

の
が
課
題
。
地
権
者
・
地
域
協
力
が
必
要
で
現
在
、
県

と
と
も
に
地
元
調
整
に
努
め
て
い
る
。

Q
こ
の
度
“
災
害
時
等
に
お
け
る
県
内
火
葬
場
の
相
互

応
援
協
力
に
関
す
る
協
定
”
が
締
結
。
現
道
の
環
境
保

全
や
災
害
時
リ
ス
ク
の
視
点
か
ら
も
早
期
の
改
修
検
討

が
必
要
だ
。
市
と
し
て
斎
場
バ
イ
パ
ス
と
し
て
の
現
道

の
位
置
づ
け
を
ど
う
考
え
る
か
。
次
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
中
間
見
直
し
に
お
い
て
、
長
期
化
の
背
景
な
ど
地

元
近
隣
へ
の
情
報
共
有
を
願
い
た
い
。

 

市
長　

水
口
と
甲
南
を

結
ぶ
南
北
ル
ー
ト
。
斎
苑

へ
の
ア
ク
セ
ス
道
の
機
能

を
有
す
る
。
旧
５
町
の
要

望
事
項
で
あ
っ
た
。
早
期

完
了
が
図
れ
る
よ
う
県
へ

強
く
要
望
。
連
携
、
事
業

推
進
に
取
り
組
む
。

A Q

換
気
を
進
め
る

感
染
拡
大
防
止
の
密
閉
空
間
対
策
は

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
経
路
の
一
つ
飛
沫

感
染
は
、
密
閉
空
間
を
避
け
る
こ
と
が
有
効
と
い
わ
れ

て
い
る
。
市
内
各
所
の
対
策
な
ど
を
伺
う
。

 

総
務
理
事　

本
庁
舎
で
は
、
24
時
間
換
気
シ
ス
テ
ム

に
加
え
、
１
日
３
回
５
分
程
度
排
煙
窓
な
ど
を
開
放
し

て
い
る
。
市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
定
期
的
な
換
気
を
実

施
し
て
い
る
。

 

教
育
部
長　

音
楽
室
等
で
は
２
方
向
の
窓
の
同
時
解

放
を
、
エ
ア
コ
ン
使
用
時
は
、
教
室
使
用
前
の
事
前
換

気
や
休
み
時
間
な
ど
に
室
内
換
気
を
行
っ
て
い
る
。

 

総
政
部
長　

区
や
自
治
会
の
公
民
館
や
集
会
所
の
換

気
対
策
で
は
、
扇
風
機
の
利
用
や
網
戸
の
設
置
が
有
効
。

自
治
振
興
交
付
金
を
活
用
し
、
機
器
等
の
購
入
を
お
願

い
し
て
い
る
。

 

産
経
部
長　

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業
」
に
お
い

て
、
家
電
製
品
は
対
象
外
で
、
感
染
対
策
に
有
効
な
換

気
工
事
な
ど

の
上
乗
せ
補

助
を
検
討
す

る
。 A Q

岡
田　

重
美

医
療
費
負
担
軽
減
は
引
き
続
き
検
討

中
学
卒
業
ま
で
医
療
費
完
全
無
料
化
を

A Q

土砂崩れが発生した
斎場アクセス道

Q
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、
減
収
の
あ
っ
た
障
害
者
就
労

支
援
施
設
へ
の
補
助
事
業
が
提
案
さ
れ
た
。
こ
の
補
助

事
業
に
よ
り
、
コ
ロ
ナ
で
影
響
を
受
け
た
事
業
所
全
体

が
保
障
さ
れ
る
の
か
。

 

健
福
部
長　

今
回
の
補
助
事
業
に
限
ら
ず
、
今
後
の

動
向
も
見
極
め
、
事
業
所
の
活
動
や
利
用
者
の
工
賃
確

保
に
向
け
、
で
き
る
限
り
の
支
援
を
し
て
い
く
。

Q
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
、
待
機
者
数
に
見

合
っ
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
増
設
計
画
、
介
護
保
険

料
の
引
き
下
げ
な
ど
を
盛
り
込
む
べ
き
。

 

健
福
部
長　

真
に
必
要
な
特
養
整
備
数
を
計
画
に
反

映
さ
せ
る
。
基
金
の
有
効
な
活
用
を
考
慮
し
、
保
険
料

の
算
定
を
行
う
。

Q
中
学
卒
業
ま
で
の

医
療
費
完
全
無
料
化
を

実
施
す
べ
き
。

 

市
長　

引
き
続
き
検

討
課
題
と
す
る
。

Q
土
山
旧
東
海
道
は

カ
ラ
ー
舗
装
の
修
繕
計

画
が
必
要
で
は
。

 

建
設
部
長　

景
観
や

安
全
面
か
ら
検
討
必
要

と
認
識
し
て
い
る
。

カラー舗装されている土山旧東海道
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小
西
喜
代
次

橋
本　

恒
典

里
見　
　

淳

他
の
福
祉
政
策
も
考
え
幅
広
く
検
討

信
楽
高
原
鐵
道
に
無
料
乗
車
券
制
度
を

A Q

全
線
開
通
・
６
車
線
化
に
大
き
く
期
待

新
名
神
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
は

Q
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
今
後
、
新
名
神
を
活
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
が
よ
り
重
要
と
考
え
る
が
市
長
の
考
え
は
。

 

市
長　

令
和
５
年
度
の
全
線
開
通
や
６
車
線
化
に
よ

り
、
本
市
の
優
位
性
を
活
か
し
た
新
た
な
産
業
の
創
出

や
企
業
立
地
、
地
場
産
業
や
観
光
振
興
な
ど
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
の
進
展
に
期
待
し
て
い
る
。

Q
適
正
な
道
路
管
理
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

 

建
設
部
長　

パ
ト

ロ
ー
ル
員
の
巡
回
に

よ
る
応
急
的
な
道

路
修
繕
な
ど
通
行

者
の
安
心
、
安
全

に
務
め
て
い
る
。

Q
中
山
間
地
等
直

接
支
払
制
度
で
は

傾
斜
地
の
勾
配
が

１
０
０
分
の
１
ま

で
に
な
っ
て
い
る
が
見
直
し
の
考
え
は
。

 

産
経
部
長　

県
と
の
協
議
は
必
要
と
な
る
が
緩
傾
斜
地

等
の
考
え
方
に
つ
い
て
見
直
し
を
進
め
て
い
き
た
い
。

Q
土
山
～
甲
賀
間
の
水
道
連
絡
管
整
備
の
考
え
は
。

 

水
道
部
長　

現
在
は
岩
室
橋
の
仮
設
連
絡
管
に
よ
り

安
定
供
給
を
行
っ
て
い
る
が
、
県
用
水
管
の
増
径
に
よ

り
対
応
し
て
い
き
た
い
。

A Q

積
極
的
に
取
り
組
む

ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
つ
い
て

Q
導
入
さ
れ
る
タ
ブ

レ
ッ
ト
に
つ
い
て
。

 

教
育
部
長　

ギ
ガ
ス

ク
ー
ル
構
想
（
児
童
生

徒
一
人
一
台
の
学
習
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
整
備
）

は
、
既
存
の
Ｏ
Ｓ
と
は

異
な
る
、
教
育
的
視
点

か
ら
の
総
合
評
価
の
高

い
Ｏ
Ｓ
の
機
器
を
選
定

し
た
。

Q
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
つ
い
て
。

 

教
育
部
長　

ハ
ー
ド
面
で
は
準
備
を
進
め
て
い
る
が
、

教
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
課
題
で
あ
る
。

Q
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
以
外
の
可
能
性
に
つ
い
て
。

 

教
育
部
長　

登
校
が
困
難
な
子
ど
も
た
ち
に
か
な
り

有
効
な
手
段
で
あ
る
。

Q
電
子
黒
板
は
。

 

教
育
部
長　

当
面
は
大
型
テ
レ
ビ
で
対
応
し
、
電
子

黒
板
は
教
員
が
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て
か
ら
導
入
す
る
。

Q
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
は
。

 

教
育
部
長　

活
用
が
進
ん
で
い
る
。
10
月
以
降
に
支

援
員
の
派
遣
を
更
に
１
６
１
回
分
確
保
し
た
。

A Q

議員は選挙区内の運動会やスポーツ大会への差し入れが禁止されています。

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

Q
新
型
コ
ロ
ナ
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
市
独
自
の
体
制
で
。
市

立
の
医
療
機
関
、
学
校
等
の
職
員
に
定
期
的
検
査
を
。

 

市
長　

簡
易
で
精
度
の
高
い
検
査
キ
ッ
ト
の
開
発 

、
普

及
が
可
能
に
な
れ
ば
、
市
独
自
の
体
制
も
可
能
に
な
る
。

Q
コ
ロ
ナ
禍
で
の
小
規
模
・
中
小
事
業
者
に
継
続
的
な

支
援
を
。

 

産
経
部
長　

国
、
県
の
制
度
を
補
完
し
、
期
間
延
長
や

新
た
な
支
援
策
の
情
報
収
集
、
検
討
を
進
め
て
い
る
。

Q
信
楽
高
原
鐵
道
に
無
料
乗
車
券
制
度
の
適
用
を
。

 

市
長　

75
才
以
上
に
適
用
す
る
と
３
５
０
万
円
の
負
担

と
な
る
。
他
の
福
祉
政
策
も
考
え
幅
広
く
検
討
す
る
。

Q
６
月
発
生
の
信
楽
町
勅
旨
の
土
砂
崩
れ
等
に
、
住
民

負
担
軽
減
の
市
独
自
の

上
乗
せ
施
策
を
。

 

建
設
部
長　

更
な
る

負
担
軽
減
は
困
難
。

Q
大
戸
川
、
信
楽
川
の

計
画
的
な
浚
し
ゅ
ん

渫せ
つ

を
。

 

建
設
部
長　

今
年
度

に
浚
渫
が
実
施
さ
れ

る
。
今
年
度
か
ら
５
年

間
に
市
内
12
河
川
で
計

画
的
な
浚
渫
事
業
が
実

施
さ
れ
る
。

浚渫が必要な大戸川

交通安全施設も定期的な更新が必要

新しく導入予定の学習用タブレット OS
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Q
５
月
の
臨
時
議
会

で
、
信
楽
中
央
病
院
は

市
立
病
院
と
し
て
、
コ

ロ
ナ
感
染
症
対
策
用
の

専
用
の
マ
ス
ク
・
ガ
ウ

ン
等
が
補
正
予
算
と
し

て
上
程
さ
れ
た
。
準
備

さ
れ
た
こ
と
に
、
心
よ

り
敬
意
を
示
す
。
ど
の

程
度
資
材
が
整
備
さ
れ

た
の
か
。

 

健
福
部
長　

調
達
が
困
難
な
時
も
あ
っ
た
が
納
品
が

早
ま
っ
て
き
て
い
る
、
50
％
は
確
保
済
み
で
あ
る
。

Q
本
病
院
は
市
か
ら
繰
入
金
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

経
営
面
で
は
赤
字
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
対
策
と
し
て

新
改
革
プ
ラ
ン
が
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
評
価
は
。

 

健
福
部
長　

市
立
病
院
で
あ
り
、
不
採
算
部
門
を
担
っ

て
い
る
こ
と
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
少
子
高
齢

化
等
に
よ
り
目
標
に
は
達
せ
な
か
っ
た
。

Q
今
後
に
つ
い
て
、
市
長
の
考
え
を
聞
く
。

 

市
長　

市
と
し
て
は
、
早
期
に
審
議
会
を
開
催
し
て

今
後
の
方
向
付
け
を
行
い
、
当
面
支
援
を
行
い
つ
つ
、

経
営
改
善
に
も
努
め
て
い
き
た
い
。

竹
若　

茂
國

市
と
し
て
も
積
極
的
に
取
り
組
む

コ
ロ
ナ
禍
誹
謗
中
傷
へ
の
取
り
組
み
は

Q
人
権
推
進
協
議
会
で
取
り
組
み
を
進
め
て
は
。

 

副
市
長　

関
係
機
関
と
連
携
し
情
報
収
集
を
行
い
、

教
材
化
と
共
に
啓
発
を
着
実
に
進
め
る
。

Q
ニ
ホ
ン
ザ
ル
対
策
の
取
り
組
み
状
況
は
。

 

産
建
部
長　

団
体
や
専
門
家
に
よ
る
全
頭
捕
獲
、
個

体
数
調
整
を
実
施
し
て
い
る
。

Q
サ
ル
と
の
イ
タ
チ
ご
っ
こ
で
地
域
の
過
疎
化
が
一
層

懸
念
さ
れ
る
が
。

 

産
建
部
長　

事
前
に
位
置
が
分
か
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
活
用
、

サ
ル
と
集
落
と
の
棲
み
分
け
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
集
落
支
援
等

を
検
討
す
る
。

Q
在
宅
看
護
、
介
護
、
看
取
り
の
取
り
組
み
状
況
は
。

 
健
福
部
長　

各
地
域
包
括
の
強
化
、
各
種
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
て
い
る
が
、
人
材
の
確
保
が
難
し

い
。
権
利
擁
護
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

Q
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
、
医
療
、
介
護

関
係
者
の
人
材
確
保
は
。

 

市
長　

早
急
な
体
制
の
整

備
が
必
要
。
行
政
医
療
、

専
門
職
、
事
業
者
と
地
域

住
民
が
一
体
に
な
っ
た

「
オ
ー
ル
甲
賀
」
で
取
り
組

む
。 A Q

　

甲
賀
市
議
会
議
員
の
補
欠
選
挙
は
10
月
11
日
（
日
）

に
告
示
さ
れ
、
10
月
18
日
（
日
）
に
投
開
票
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
開
票
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

　

西に
し

村む
ら　
　

慧け
い 

１
０
６
６
０
票
（
当
選
）

　

林
は
や
し　
　

繁し
げ

久ひ
さ 　

６
５
２
９
票

　

吉よ
し

田だ　

泰や
す

啓ひ
ろ 　

５
５
５
３
票

　

に
し 

山や
ま　
　

実
み
の
る 　

４
３
７
１
票

※
な
お
、
投
票
率
は
38
・
27
％
で
し
た
。

　

甲
賀
市
議
会
で
は
６
月
議
会
か
ら
傍
聴
を
再
開
し

て
い
ま
す
。
傍
聴
さ
れ
る
時
に
は
次
の
点
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。 

①
傍
聴
当
日
、
熱
の
あ
る
場
合
や
体
調
不
良
の
場
合

は
傍
聴
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

②
手
洗
い
、
手
指
の
消
毒
を
お
願
い
し
ま
す
。

③
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

④
「
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
」
の
記
入
等
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
本
会
議
は
あ
い
コ
ム
こ
う
か
で
生
中
継
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
生
中
継
と
録
画
配
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

唯一の市立病院　信楽中央病院

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

一般質問

土
山　

定
信

自
助
努
力
に
よ
る
経
営
改
善
に
努
め
る

市
立
病
院　

信
楽
中
央
病
院
の
今
後
は

A Q

傍
聴
の
ご
案
内

傍
聴
の
ご
案
内

甲
賀
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
結
果

甲
賀
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
結
果



市民の

みなさんに市議会

議員をみぢかに感じて

いただきたいとのおもい

から、議席番号順に全議

員をクローズアップ

していきます。

▼落日が進むごとに、寂しさや慌

ただしさを感じる日々になってき

ました。やっと子どもたちの元気

な声が外で聞こえ嬉しく感じてい

ましたがその時間も短くなってし

まいました ▼新型コロナ感染症と

インフルエンザの流行を少しでも

減らすために、インフルエンザワ

クチン接種の補助が出るようにな

りました。全員ではありません

が、ぜひ多くの方にワクチン接種

をしていただきたいと願っており

ます ▼明年、希望ある年を迎えら

れるよう、ウイズコロナの対策を

さらに進めていかなければならな

りません。議会全体で知恵を絞

り、力を合わせていきたいと思い

ます ▼3人寄れば文殊の知恵。24

人寄って市民の負託に応えたい。

（広報特別委員　堀　郁子）

　ちびっこがリア

ル忍者を体験。忍

者の歴史や忍者の

秘術とされた五遁

の術を体感できる「甲賀流リアル忍者

館」が、甲南町竜法師の忍の里プララ

でプレオープンしました。大迫力のプ

ロジェクションマッピングは必見。新

型コロナウイルス対策のため一部体験

施設の利用制限してますが、ぜひ、お

立ち寄りください。

編集後記

市議会議員紹介

vol.10

あなたとつなぐ

鵜　飼　　　勲 水口町在住

谷　永　兼　二 信楽町在住

　　 う　　　　　かい　　　　　  いさお

  たに　　なが　　けん　　 じ

Q 議員を志したきっかけは？

Q 議員になって感じたことは？

Q 議員活動する中で特に意識しているところは？

Q 市民とのコミュニケーションで気をつけていることは？

Q あなたにとって、市のおすすめスポットは？

合併直後の混乱期、誰もが未来永劫住みよさを実感できる甲賀市を築くため。

政治は結果責任！一度しかない人生だからこそ常に前を向き日々歩む大切さ。

議員は、市民が選出した市民の代弁者で平等・公平・公益を守る義務を負う。

過ちては改むるに憚ること勿れ。

三大寺地区の盆行事「迎え火」。幻想的な雰囲気で心と身体をリフレッシュ。

Q 議員を志したきっかけは？

Q 議員になって感じたことは？

Q 議員活動する中で特に意識しているところは？

Q 市民とのコミュニケーションで気をつけていることは？

Q あなたにとって、市のおすすめスポットは？

地域の課題を解決し活性化するには市全体の問題等を解決する必要がある。

要望、提案が実現していく中で、議員の発言と意思決定の責任を重く感じた。

個々の問題を全体の問題として捉え、課題を解決していくための想像力。

情報発信と傾聴を意識し、誠心誠意接すること。

甲賀の山容、森林浴とマイナスイオンの鶏鳴八滝。

（写真撮影　里見　淳委員）

ごとん

24

編
集
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12 月議会の予定
11月26日 9時30分～

本会議（第1日）会派代表者質問

11月30日 9時30分～

本会議（第2日）議案上程・提案理由説明

12月8日 9時30分～

本会議（第3日）議案審議

12月9日 9時30分～

本会議（第4日）一般質問

12月10日 9時30分～

本会議（第5日）一般質問

12月11日 9時30分～

本会議（第6日）一般質問

12月14日 9時30分～

本会議（第7日）一般質問

12月15・16・17・18日

　　　 　９時30分～

委員会

12月23日 9時30分～

本会議（第8日）最終日

本会議も 9 時 30 分からの
開始になりました。

11 月

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30

12 月

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31




